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カ
ブ
ラ
ル
絡
み
の
資
金
洗
浄
で

対
象
で
、
そ
れ
が
政
治
家
関

連
の
裁
判
の
遅
れ
に
つ
な
が

り
、
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
以

降
は
特
に
、
Ｆ
Ｐ
見
直
し
を

問
う
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

最
高
裁
で
の
Ｆ
Ｐ
見
直
し

審
理
は
昨
年
始
ま
っ
た
が
中

断
し
、
１
日
に
再
開
。
２
日

は
前
日
投
票
で
き
な
か
っ
た

ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ス
判

事
が
投
票
し
、
１
１
対
０
で

Ｐ
Ｆ
の
幅
を
狭
め
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
の
適
用
の
仕

方
で
は
意
見
が
分
か
れ
た
。

　

再
選
さ
れ
た
議
員
が
最
初

の
任
期
に
犯
し
た
犯
罪
は
Ｆ

Ｐ
の
対
象
と
な
る
か
な
ど
、

い
く
つ
か
の
点
は
事
例
ご
と

に
分
析
す
る
必
要
が
残
っ
た

が
、「
Ｆ
Ｐ
適
用
を
現
在
の

任
期
中
の
犯
罪
で
職
務
に
関

係
し
た
件
の
み
に
絞
る
」
こ

と
を
主
張
し
た
ル
イ
ス
・
ロ

ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー
ゾ
報
告
官

に
、
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー
リ

オ
、
ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ
ベ
ル
、

　

連
警
に
よ
る
大
型
汚
職
捜
査
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作
戦
の
関
連
捜
査
、

〃
カ
ン
ビ
オ
・
デ
ス
リ
ー
ゴ
〃
（
Ｃ
Ｄ
）
作
戦
が
３
日
に
決
行
さ
れ
た
。
リ
オ
、
ミ

ナ
ス
、
南
大
河
、
聖
州
の
５
州
と
連
邦
直
轄
区
、
隣
国
の
ウ
ル
グ
ア
イ
、
パ
ラ
グ
ア

イ
で
、
計
４
５
の
逮
捕
、
家
宅
捜
索
令
状
が
執
行
さ
れ
、
同
日
だ
け
で
闇
ブ
ロ
ー
カ
ー

や
運
び
屋
３
３
人
が
逮
捕
さ
れ
た
と
、
３
、４
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

違
法
取
引
の
流
れ
を
解
明

し
、
闇
ブ
ロ
ー
カ
ー
間
の
つ

な
が
り
を
断
ち
切
る
事
を
目

的
と
し
て
い
る
。
オ
フ
シ
ョ

ア
企
業
は
、
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ

イ
ブ
ン
（
租
税
回
避
地
）
に

あ
る
ダ
ミ
ー
企
業
を
指
す
。

　

同
作
戦
最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
、
伯
国
最
初
の
闇
ブ

ロ
ー
カ
ー
と
い
わ
れ
る
故
モ

ル
ジ
コ
・
メ
ッ
セ
ル
の
息
子

で
、
伯
国
で
最
も
影
響
力
の

大
き
い
闇
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
ダ

リ
オ
・
メ
ッ
セ
ル
だ
が
、
同

氏
は
逃
亡
中
だ
。
Ｃ
Ｄ
作
戦

は
、
１
７
年
３
月
に
パ
ラ
グ

ア
イ
で
逮
捕
さ
れ
た
２
人
の

闇
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
ヴ
ィ
ニ
シ

ウ
ス
・
ク
ラ
レ
ッ
ト
（
通
称

ジ
ュ
カ
・
バ
ラ
）、
ク
ラ
ウ

ジ
オ
・
バ
ル
ボ
ー
ザ
（
通
称

　

本
日
報
じ
た
、
連
邦
議
員

の
裁
判
特
権
（
Ｆ
Ｐ
）
は
、

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
以

降
、
政
治
家
の
汚
職
が
注
目

さ
れ
た
こ
と
で
、
廃
止
を
求

め
る
動
き
さ
え
あ
る
。
Ｆ
Ｐ

は
そ
も
そ
も
、
軍
事
政
権
時

代
の
名
残
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
も
の
で
、
政
治
家
が
不
当

ト
ニ
ー
）
の
報
奨
付
供
述
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
彼
ら

は
、
多
数
の
汚
職
容
疑
で
有

罪
判
決
を
受
け
て
服
役
中
の

セ
ル
ジ
オ
・
カ
ブ
ラ
ウ
元
リ

オ
州
知
事
を
頭
と
す
る
犯
罪

集
団
の
資
金
洗
浄
に
関
わ
っ

て
い
た
。

　

二
人
の
供
述
で
暴
露
さ
れ

た
資
金
洗
浄
計
画
は
、「
ド

ル
・
ケ
ー
ブ
ル
」
と
呼
ば
れ

る
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
も

の
。
出
所
を
公
に
で
き
な
い

現
金
を
持
つ
人
物
の
レ
ア
ル

と
、
伯
国
外
の
租
税
回
避
地

な
ど
に
口
座
を
持
ち
、
伯

国
で
贈
賄
な
ど
の
工
作
に
使

う
た
め
の
レ
ア
ル
が
必
要
な

人
物
の
ド
ル
を
、
闇
ブ
ロ
ー

カ
ー
が
相
殺
す
る
手
口
だ
。

　

闇
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
国
内
外

の
顧
客
に
対
し
、
現
金
の
受

け
取
り
や
引
き
渡
し
、
口
座

開
設
や
振
込
み
の
指
示
な
ど

の
〃
サ
ー
ビ
ス
〃
を
行
っ
て

手
数
料
を
受
け
取
る
。

　

レ
ア
ル
を
持
っ
て
い
た
人

の
国
外
口
座
に
は
ド
ル
の
預

金
が
残
り
、
別
人
の
国
外
口

座
の
ド
ル
は
レ
ア
ル
の
現
金

９
年
間
で
16
億
ド
ル
を
動
か
す

エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
、
ル

イ
ス
・
フ
ク
ス
、
セ
ウ
ソ
・

デ
・
メ
ロ
の
各
判
事
と
カ
ル

メ
ン
・
ル
シ
ア
長
官
の
６
人

が
賛
成
。
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド

レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
、
デ
ィ

ア
ス
・
ト

フ
ォ
リ
、
リ

カ
ル
ド
・
レ

ヴ
ァ
ン
ド
ウ

ス
キ
ー
、
メ

ン
デ
ス
の
４

判
事
は
、
職

務
に
無
関
係

の
犯
罪
も
最

高
裁
で
扱
う

べ
き
と
し
て

反
対
票
を
投

じ
た
。

　

こ
れ
で
、

上
議
、
下
議

の
Ｆ
Ｐ
の
対

象
は
「
任
期

中
に
起
こ
っ

た
、
職
務

報
じ
て
い
る
。

　

従
来
の
公
職
特
権
者
に
対

す
る
法
的
特
権
は
、「
犯
罪

が
任
期
中
の
も
の
で
も
、
そ

れ
以
外
の
も
の
で
も
、
裁
判

は
地
方
裁
で
は
扱
わ
な
い
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

最
高
裁
が
扱
っ
て
い
る
公

職
特
権
者
に
関
す
る
捜
査
は

３
９
９
件
あ
り
、
起
訴
ま
た

は
審
理
中
の
も
の
も
８
６
件

あ
る
。
大
半
は
連
邦
議
員
が

　

２
日
、
最
高
裁
で
ア
ウ
ト

リ
ダ
ー
デ
（
公
職
特
権
者
）

の
う
ち
、
下
院
議
員
と
上
院

議
員
に
つ
い
て
の
法
的
特
権

（
フ
ォ
ロ
・
プ
リ
ヴ
ィ
リ
ジ

ア
ー
ド
・
Ｆ
Ｐ
）
の
制
限
に

つ
い
て
の
審
理
を
行
い
、
判

事
投
票
７
対
４
で
制
限
を
加

え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
連
邦
議
員
へ
の
Ｆ
Ｐ

は
、
任
期
中
に
犯
し
た
、
職

務
に
関
連
す
る
犯
罪
に
の
み

適
用
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
犯

罪
は
最
高
裁
の
対
象
で
は
な

く
な
る
。
４
日
付
伯
字
紙
が

任
期
前
の
も
の
は
含
ま
ず

マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
に
職
務
停
止
命
令

任
期
中
も
民
事
は
対
象
外
に

に
関
連
す
る
犯
罪
」
だ
け
と

な
っ
た
。
従
っ
て
、「
夫
人

に
暴
行
し
た
」
な
ど
の
、
現

在
の
職
務
に
直
接
関
係
の
な

い
民
事
事
件
な
ど
は
、
最
高

裁
の
管
轄
で
は
な
く
な
る
。

　

連
警
、

連
邦
検
察

庁
、
国
税

庁
が
合

同
で
行
っ

た
Ｃ
Ｄ

作
戦
は
、

２
０
０
８

年
か
ら

１
７
年
ま

で
の
間

に
、
世
界

５
２
カ
国

に
散
ら
ば

る
３
千
以

上
の
オ
フ

シ
ョ
ア
企

業
が
行
っ

た
、
総
額

１
６
億
ド

ル
に
及
ぶ

２日の最高裁の様子（Carlos Moura STF）

ＣＤ作戦についての記者会見に臨んだ検察官たち
（Tomaz Silva / Agencia Brasil）

「
別
の
汚
職
が
ま
だ
出
て
く
る
」

ベネズエラ
に
化
け
る
が
、
伯
国
当
局
は

金
の
流
れ
に
目
が
届
か
な
い

た
め
、
本
来
課
せ
ら
れ
る
べ

き
税
金
や
為
替
手
数
料
な
ど

は
闇
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
利
用
者

の
利
益
と
な
る
。

　

Ｌ
Ｊ
作
戦
で
報
奨
付
供
述

を
行
っ
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ユ

セ
フ
被
告
に
よ
れ
ば
、
ジ
ュ

カ
、
ト
ニ
ー
、
ダ
リ
オ
・
メ
ッ

セ
ル
ら
は
伯
国
で
５
本
の
指

に
入
る
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
中

の
ブ
ロ
ー
カ
ー
」
で
、
闇
ブ

ロ
ー
カ
ー
た
ち
の
元
締
め

だ
。
彼
ら
は
大
量
の
顧
客
情

報
や
国
外
口
座
、
下
請
け
ブ

ロ
ー
カ
ー
を
抱
え
て
活
動
し

て
い
た
。

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
チ
モ
ネ
オ
検

察
官
は
会
見
で
、「
今
後
は

無
数
の
国
外
口
座
の
詳
細
を

調
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

ら
の
口
座
は
伯
国
内
で
の
汚

職
作
戦
と
密
接
な
関
係
が
あ

な
理
由
で
逮
捕
さ
れ
、
政
治

生
命
を
脅
か
さ
れ
る
の
を
防

ぐ
た
め
に
で
き
た
も
の
だ
。

幸
い
に
し
て
、
１
９
８
８
年

の
新
憲
法
制
定
後
は
、
伯
国

に
は
そ
う
し
た
圧
制
が
存
在

し
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、

「
政
治
家
を
甘
や
か
せ
る
た

め
の
も
の
」
に
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。
Ｆ
Ｐ
が
本
来

の
意
味
で
効
力
を
発
揮
す
る

べ
き
な
の
は
、
政
敵
の
不
当

逮
捕
な
ど
が
し
ば
し
問
題
と

な
る
、
現
在
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
よ
う
な
国
な
の
か
も
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
日
、
リ
オ
市
警
は
、
同

市
内
の
産
婦
人
科
で
４
人
の

新
生
児
を
殺
害
し
よ
う
と

し
た
容
疑
で
、
看
護
婦
の
シ

モ
ー
ネ
・
ア
ン
ジ
ョ
ス
・
ド

ス
・
サ
ン
ト
ス
容
疑
者
（
４

１
）
を
逮
捕
し
た
。
同
看
護

婦
は
、
新
生
児
用
集
中
治
療

室
内
の
保
育
器
に
近
付
き
、

酸
素
な
ど
の
チ
ュ
ー
ブ
を
外

し
た
り
し
た
。
そ
の
光
景
が

監
視
カ
メ
ラ
に
撮
影
さ
れ
、

御
用
と
な
っ
た
。
赤
ち
ゃ
ん

４
人
に
異
常
は
な
か
っ
た
。

同
容
疑
者
は
仲
間
を
陥
れ
る

た
め
に
こ
の
よ
う
な
行
動
を

取
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

赤
ち
ゃ
ん
た
ち
は
低
血
糖
症

や
血
液
感
染
を
起
こ
し
て
死

亡
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

３
日
に
行
わ
れ
た
サ
ッ

カ
ー
の
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス

杯
の
グ
ル
ー
プ
予
選
。
既
に

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
行
き
を

決
め
て
い
る
パ
ル
メ
イ
ラ
ス

は
、
敵
地
ペ
ル
ー
で
行
わ
れ

た
ア
リ
ア
ン
サ
・
リ
マ
戦
で

も
好
調
を
持
続
。
危
な
げ

な
い
試
合
運
び
で
３
―
１
で

快
勝
し
た
。
こ
れ
で
パ
ル
メ

イ
ラ
ス
は
５
戦
４
勝
１
分
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
チ
ー
ム

中
、
最
高
の
成
績
に
な
り
そ

う
な
勢
い
だ
。

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

は
３
日
、
３
月
の
国
内
工
業

生
産
が
２
月
比
で
０
・
１
％

減
だ
っ
た
と
発
表
し
た
と
、

３
、４
日
付
伯
字
紙
・
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

経
済
関
係
者
た
ち
の
間
で

は
０
・
５
％
増
が
期
待
さ
れ

て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
マ
イ

ナ
ス
は
落
胆
を
持
っ
て
受
け

止
め
ら
れ
た
。

　

３
月
の
不
調
は
、
鉄
鉱
石

や
石
油
、
セ
ル
ロ
ー
ス
、
砂

糖
な
ど
の
原
料
を
含
む
、
中

間
財
部
門
が
０
・
７
％
減
少

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
だ
。

　

中
間
財
は
伯
国
工
業
界
の

６
０
％
を
占
め
て
お
り
、
そ

こ
で
の
減
少
は
他
部
門
よ
り

全
体
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

　

Ｗ
杯
前
で
、
Ｔ
Ｖ
の
生
産

が
伸
び
た
事
な
ど
で
、
耐
久

消
費
財
は
１
％
増
だ
っ
た
。

　

昨
年
９
月
か
ら
１
２
月
ま

で
は
前
月
比
増
を
繰
り
返
し

て
い
た
だ
け
に
、
今
年
１
月

は
２
・
２
％
減
、
２
月
は
僅

か
な
が
ら
も
０
・
１
％
増
と

来
た
後
の
３
月
の
マ
イ
ナ
ス

成
長
は
、
気
が
か
り
な
結
果

だ
が
、
今
年
第
１
四
半
期
と

し
て
見
れ
ば
、
昨
年
同
期
比

で
３
・１
％
増
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
は
、
昨

年
３
月
比
で
も
１
・
３
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ま
だ
失
業
率
も
高
く
、

消
費
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
工
業
生
産
が
力
強

く
回
復
す
る
状
況
と
は
言
い

が
た
い
」
と
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
の
調

査
責
任
者
ア
ン
ド
レ
・
マ
セ

ド
氏
は
語
る
。

　

こ
の
結
果
に
、
経
済
専
門

家
や
関
係
者
筋
で
は
、
今
年

第
１
四
半
期
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
や
、
今

年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
予
想

を
下
方
修
正
す
る
動
き
も
起

こ
っ
て
い
る
。

　

隣
国
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
の
政

治
的
、
経
済
的
混
乱
が
続
く

中
、
マ
イ
ア
ミ
に
亡
命
中
の

同
国
最
高
裁
判
事
ら
が
３

日
、
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ド
ゥ
ー

ロ
大
統
領
の
職
務
停
止
と
逮

捕
を
命
じ
る
判
決
を
下
し
た

と
４
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
が
報
じ
た
。

　

マ
イ
ア
ミ
で
出
た
判
決
は

伯
国
の
多
国
籍
企
業
オ
デ
ブ

レ
ヒ
ト
社
を
巡
る
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
に
関
す
る
も
の
で
、
職

務
停
止
と
公
職
に
就
く
事
の

禁
止
、
ボ
リ
ヴ
ァ
リ
ア
ナ
国

家
警
備
隊
へ
の
大
統
領
逮
捕

命
令
、
国
際
警
察
へ
の
国
際

逮
捕
手
配
書
（
赤
手
配
書
）

要
請
な
ど
か
ら
な
る
。
マ
イ

ア
ミ
で
の
審
理
に
は
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
や
パ
ナ
マ
、
チ
リ
の

判
事
達
も
ビ
デ
オ
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
形
で
参
加
し
た
。

　

同
国
最
高
裁
は
３
月
に
、

や
は
り
亡
命
中
の
検
察
庁
元

長
官
の
ル
イ
ザ
・
オ
ル
テ
ガ

氏
に
よ
る
起
訴
状
を
受
理
す

る
判
断
を
下
し
て
い
た
。
起

訴
状
で
は
、
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト

社
と
の
間
で
の
汚
職
が
暴
か

れ
、
国
際
警
察
を
通
し
て
の

逮
捕
請
求
も
出
て
い
た
。
オ

ル
テ
ガ
氏
は
、
伯
国
企
業
の

オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社
や
そ
の
傘

下
の
幽
霊
企
業
が
、
公
職
者

ら
に
賄
賂
を
払
っ
て
い
た
事

を
告
発
し
て
い
た
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
最
高
裁
は
判

決
後
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
に
対

し
て
は
反
論
や
自
己
弁
護
の

た
め
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て

い
る
事
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
マ
ド
ゥ
ー

ロ
大
統
領
に
対
す
る
刑
事
裁

判
は
第
二
段
階
に
入
り
、
本

人
尋
問
な
ど
も
行
わ
れ
る
事

に
な
る
。
本
人
が
口
頭
尋
問

に
出
頭
し
な
か
っ
た
場
合
は

命
令
不
服
従
と
み
な
さ
れ
、

弁
護
士
が
尋
問
に
応
じ
る
必

要
が
生
じ
る
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
現
在
、

大
統
領
選
の
真
っ
最
中
で
、

５
月
２
０
日
に
投
票
が
行
わ

れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
回
の
判
決
が
大
統
領
選
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
同
国
の
大
統
領

選
が
野
党
候
補
へ
の
迫
害
や

妨
害
を
伴
う
不
公
正
な
も
の

と
の
認
識
は
、
世
界
中
に
広

が
っ
て
お
り
、
３
日
も
、
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
加
盟
国
議

員
ら
が
Ｅ
Ｕ
に
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
の
大
統
領
選
を
即
刻
中
止

さ
せ
る
よ
う
求
め
る
と
い
っ

た
動
き
が
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
米
州
機
構
で
も
２

日
、
６
月
に
開
催
さ
れ
る
同

機
構
の
総
会
で
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

問
題
を
取
り
上
げ
る
事
を
決

め
た
ば
か
り
だ
。

　

な
お
、
ロ
ラ
イ
マ
州
に
移

住
し
た
同
国
民
を
他
州
に
移

送
す
る
計
画
は
４
日
に
第

２
弾
が
行
わ
れ
、
マ
ナ
ウ
ス

へ
の
１
６
４
人
と
聖
市
へ
の

６
９
人
の
計
２
３
３
人
が
、

朝
５
時
に
空
軍
機
で
ボ
ア
・

ヴ
ィ
ス
タ
を
飛
び
立
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
１
日
に
聖

市
中
央
部
で
起
き
た
ビ
ル
火

災
は
、
同
ビ
ル
５
階
で
起
き

た
シ
ョ
ー
ト
（
短
絡
）
が
原

因
で
あ
っ
た
事
が
、
警
察
へ

の
住
民
の
証
言
で
明
ら
か
に

な
っ
た
と
３
、４
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

住
民
に
よ
る
と
、
今
回
の

火
災
は
、
冷
蔵
庫
と
電
子
レ

ン
ジ
、
テ
レ
ビ
を
繋
い
だ
コ

ン
セ
ン
ト
で
の
短
絡
が
原
因

で
、「
目
覚
め
た
ら
冷
蔵
庫

の
後
ろ
で
火
の
手
が
上
が
っ

て
い
た
」
と
い
う
。
こ
の
家

庭
で
は
１
年
前
も
短
絡
事
故

が
起
き
た
が
、
そ
の
時
は
小

火
程
度
で
済
ん
だ
と
い
う
。

　

証
言
者
は
生
後
１
０
カ
月

の
子
供
を
抱
え
て
逃
げ
て
無

事
だ
っ
た
が
、
３
歳
の
娘
を

助
け
よ
う
と
し
た
夫
は
体
表

面
積
の
７
５
％
に
火
傷
を
負

い
入
院
。
娘
の
方
も
大
火
傷

で
、
ク
リ
ニ
カ
ス
病
院
集
中

治
療
室
に
入
院
中
だ
。

　

一
方
、
警
察
は
、
不
法
占

拠
を
促
し
、
住
民
達
か
ら
家

賃
を
徴
収
し
て
い
た
男
性
３

人
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
捜

査
を
開
始
し
た
。
彼
ら
は
、

不
法
占
拠
す
る
建
物
を
見
つ

け
た
り
、
占
拠
し
た
り
す
る

た
め
に
、
近
隣
の
建
物
の
警

備
員
ら
に
賄
賂
を
払
う
な
ど

し
て
不
法
占
拠
を
促
し
た
だ

け
で
な
く
、
家
賃
を
着
服
し

て
い
た
と
の
情
報
も
あ
る
。

大型闇ブローカーを一斉摘発

　

首
領
と
さ
れ
る
ア
ナ
ニ
ア

ス
・
ペ
レ
イ
ラ
・
ド
ス
・
サ

ン
ト
ス
は
事
故
当
日
か
ら
行

方
を
く
ら
ま
し
て
い
る
が
、

彼
の
妻
は
、
家
賃
着
服
な
ど

は
濡
れ
衣
だ
と
弁
明
し
て
い

る
。
住
民
達
に
よ
る
と
、
彼

ら
は
皆
、
最
新
型
の
車
に
乗

り
、
自
分
達
の
家
に
住
ん
で

い
た
と
い
う
。
ア
ナ
ニ
ア
ス

の
家
は
借
家
だ
が
、
そ
の
家

賃
は
２
千
レ
ア
ル
超
で
か
な

り
大
き
な
家
だ
と
い
う
。

　

な
お
、
公
式
の
行
方
不
明

者
は
、
救
助
中
に
瓦
礫
に
飲

ま
れ
た
リ
カ
ル
ド
・
ピ
ニ
ェ

イ
ロ
氏
、
セ
ウ
マ
・
ア
ウ
メ

イ
ダ
・
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
氏
と

そ
の
息
子
で
９
歳
の
双
子
、

エ
ヴ
ァ
・
バ
ル
ボ
ー
ザ
・
リ

マ
氏
と
夫
の
ワ
ウ
ミ
ー
ル
・

ソ
ウ
ザ
・
サ
ン
ト
ス
氏
の
６

人
に
増
え
た
。

前
月
比
で
０
・１
％
減
少

中
間
財
部
門
の
不
調
が
原
因

亡
命
中
の
最
高
裁
判
事
ら
が
判
決

連 警
ＣＤ作戦

最  高  裁

連
邦
議
員
の
法
的
特
権
に
制
限

（２）２０１８年 第４９９１号 ５月 ５日 （土曜日）

３月工業生産

ビ
ル
火
災
の
原
因
は
シ
ョ
ー
ト

５
階
の
住
民
が
警
察
で
証
言

聖　　市

る
。
ジ
ュ
カ
や
ト
ニ
ー
は
、

オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社
の
よ
う
な

企
業
の
汚
れ
仕
事
を
代
行
し

て
い
た
。
Ｃ
Ｄ
作
戦
を
進
め

て
い
け
ば
、
ま
だ
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
汚
職
が
ど
ん

ど
ん
出
て
く
る
可
能
性
も
あ

る
。
こ
れ
は
発
端
に
過
ぎ
な

い
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
投
票
結
果
に
対
し
て

連
邦
議
員
の
多
く
は
腑
に
落

ち
な
い
反
応
を
示
し
、「
そ

れ
な
ら
ば
司
法
関
係
者
な
ど

の
Ｆ
Ｐ
も
制
限
す
べ
き
だ
」

と
反
論
し
て
い
る
。
今
回
の

審
理
の
対
象
は
連
邦
議
員
の

み
で
、
正
副
大
統
領
、
司
法

や
検
察
の
要
職
者
な
ど
、
他

の
公
職
特
権
者
に
対
す
る
Ｆ

Ｐ
適
用
範
囲
を
狭
め
る
判
断

は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
連
邦
議
員
の
「
現

行
犯
以
外
は
逮
捕
さ
れ
な

い
」
権
限
に
関
す
る
審
理
は

行
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
現

状
の
ま
ま
だ
。

　

な
お
、
今
回
の
決
定
で
、

現
在
は
最
高
裁
で
係
争
中
だ

が
、
Ｆ
Ｐ
を
失
う
可
能
性
が

あ
る
案
件
も
浮
上
し
て
き
て

い
る
。ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ

ス
上
議
の
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ

イ
ス
知
事
時
代
の
収
賄
容
疑

な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。



　

森も
り

友と
も

、
加か

計け

に
続つ

づ

い
て
、
自じ

衛え
い

隊た
い

日に
っ

報ぽ
う

問も
ん

題だ
い

、
財ざ

い

務む

省し
ょ
う

次じ

官か
ん

の
セ
ク
ハ
ラ
問も

ん

題だ
い

と
、
も
う
１
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
新し

ん

聞ぶ
ん

や
テ
レ
ビ
の

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
ネ
タ
の
狂

き
ょ
う

騒そ
う

が
続つ

づ

い
て
い
て
、
安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

の
支し

持じ

率り
つ

も
落お

ち
込こ

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
支し

持じ

率り
つ

の
動う

ご

き
に

は
世せ

代だ
い

別べ
つ

に
大お

お

き
な
違ち

が

い
が
あ
る
。

　

４
月が

つ

時じ

点て
ん

で
の
内な

い

閣か
く

支し

持じ

率り
つ

、
不ふ

支し

持じ

率り
つ

を
世せ

代だ
い

別べ
つ

に
見み

る
と
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。[

１]

　
　

２
９
歳さ

い

以い

下か　
　

支し

持じ

４
４
％　

不ふ

支し

持じ

３
３
％

　
　

３
０
～
３
９
歳さ

い　

支し

持じ

３
９
％　

不ふ

支し

持じ

３
９
％

　
　

４
０
～
４
９
歳さ

い　

支し

持じ

３
２
％　

不ふ

支し

持じ

５
６
％

　
　

５
０
～
５
９
歳さ

い　

支し

持じ

３
０
％　

不ふ

支し

持じ

５
４
％

　
　

６
０
～
６
９
歳さ

い　

支し

持じ

２
３
％　

不ふ

支し

持じ

６
７
％

　
　

７
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う　　

支し

持じ

２
５
％　

不ふ

支し

持じ

５
８
％

　

支し

持じ

率り
つ

で
見み

る
と
、
６
０
～
６
９
歳さ

い

の
２
３
％
を
底そ

こ

に
、

若わ
か

く
な
る
ほ
ど
支し

持じ

率り
つ

が
上あ

が
っ
て
い
る
。こ
れ
を
マ
ス
コ
ミ
は

「
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

の
右う

傾け
い

化か

」
と
い
う
が
、
本ほ

ん

当と
う

に
そ
う
だ
ろ
う
か
？

　

ま
ず
気き

が
つ
く
の
は
、
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

だ
け
で
な
く
７
０
歳さ

い

以い

上
じ
ょ
う

も
、
わ
ず
か
な
が
ら
支し

持じ

率り
つ

が
上あ

が
っ
て
い
る
。
不ふ

支し

持じ

率り
つ

で

見み

る
と
、
６
０
～
６
９
歳さ

い

代だ
い

が
突と

っ

出し
ゅ
つし
て
高た

か

い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
現げ

ん

象し
ょ
うの
説せ

つ

明め
い

と
し
て
ま
ず
考か

ん
が
え
ら
れ
る
の
は
、
６
０
～

６
９
歳さ

い

が
い
わ
ゆ
る
全ぜ

ん

学が
く

連れ
ん

世せ

代だ
い

を
含ふ

く

む
、
最も

っ
と
も
左さ

傾け
い

化か

し

た
年ね

ん

代だ
い

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
７
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うは
も
と
も

と
そ
れ
ほ
ど
左さ

傾け
い

化か

し
て
い
な
い
、
と
言い

え
る
の
で
は
な
い
か
。

と
す
れ
ば
、「
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

の
右う

傾け
い

化か

」
で
は
な
く
、「
左さ

傾け
い

化か

し

た
全ぜ

ん

学が
く

連れ
ん

世せ

代だ
い

か
ら
の
正せ

い

常じ
ょ
う

化か

」
と
言い

う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
仮か

説せ
つ

は
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
狂

き
ょ
う

奔ほ
ん

し
て
い
る

マ
ス
コ
ミ
の
影え

い

響き
ょ
う

力り
ょ
くが
、
若わ

か

い
層そ

う

ほ
ど
弱よ

わ

ま
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

の
調

ち
ょ
う

査さ

期き

間か
ん

中ち
ゅ
うに
新し

ん

聞ぶ
ん

を
読よ

ん
だ

と
言い

う
人ひ

と

の
率り

つ

は
、
６
０
代だ

い

で
６
２
．
０
％
に
対た

い

し
、
２
０

代だ
い

で
は
１
０
．
３
％
、１
０
代だ

い

に
い
た
っ
て
は
わ
ず
か
２
．
９
％

で
あ
る
。
テ
レ
ビ
を
１
０
分ぷ

ん

以い

上じ
ょ
う

見み

た
人ひ

と

は
、
６
０
代だ

い

で

９
５
．
２
％
に
対た

い

し
、
１
０
代だ

い

で
７
５
．
９
％
と
な
る
。

　

先せ
ん

進し
ん

国こ
く

の
中な

か

で
、
日に

本ほ
ん

ほ
ど
左さ

翼よ
く

マ
ス
コ
ミ
が
幅は

ば

を
き
か
せ

て
い
る
国く

に

は
他ほ

か

に
は
な
い
の
で
、
そ
の
影え

い

響き
ょ
う

力り
ょ
くが
弱よ

わ

ま
っ
て
い

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化か

し
た

　
　

  
日に

本ほ
ん

の
マ
ス
コ
ミ

２０１８年
ねん

４月
がつ

２９日
にち

版
ばん

る
の
は
、
傾け

い

向こ
う

と
し
て
は
健け

ん

全ぜ
ん

で
あ
る
、
と
弊へ

い

誌し

は
考か

ん
が
え
る
。

　
「
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

の
右う

傾け
い

化か

」
と
い
う
マ
ス
コ
ミ
の
言い

い
分ぶ

ん

に
、
統と

う

計け
い

的て
き

に
異い

議ぎ

を
唱と

な

え
て
い
る
の
が
、
元も

と

大お
お

蔵く
ら

官か
ん

僚り
ょ
うで
経け

い

済ざ
い

学が
く

者し
ゃ

の
高た

か

橋は
し

洋よ
う

一い
ち

氏し

の
近き

ん

著ち
ょ

『
な
ぜ
こ
の
国く

に

で
は
お
か
し
な
議ぎ

論ろ
ん

が
ま
か
り
通と

お

る
の
か
』[

１]

で
あ
る
。

　

氏し

は
「
右う

傾け
い

化か

」
を
「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

排は
い

斥せ
き

」
と
捉と

ら

え
、
そ
の
指し

標ひ
ょ
うと
し
て
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
親し

た

し
み
度ど

」
を
用も

ち

い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
親し

た

し
み
を
感か

ん

じ
る
割わ

り

合あ
い

」
は
、
１
９
９
９
年ね

ん

で
は
２
０
代だ

い

４
８
．
７
％
、
６
０
代だ

い

４
７
．
４
％
と
ほ
と
ん

ど
差さ

が
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
２
０
１
６
年ね

ん

１
１
月が

つ

で
は
、
２
０
代だ

い

３
１
．
１
％
、

６
０
代だ

い

１
２
．
８
％
と
、
か
え
っ
て
６
０
代だ

い

の
方ほ

う

が
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
親し

た

し
み
度ど

」
が
落お

ち
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

排は
い

斥せ
き

」

に
つ
な
が
る
よ
う
な
「
右う

傾け
い

化か

」
と
い
う
意い

味み

で
は
、
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

は
「
右う

傾け
い

化か

」
し
て
い
な
い
。

　

弊へ
い

誌し

が
推す

い

察さ
つ

す
る
に
、
こ
れ
は
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

ほ
ど
バ
イ
ト
や
学が

っ

校こ
う

で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
接せ

っ

す
る
機き

会か
い

が
多お

お

く
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

の
友ゆ

う

人じ
ん

を
持も

つ
割わ

り

合あ
い

も
高た

か

い
か
ら
で
は
な
い
か
。
マ
ス
コ
ミ
報ほ

う

道ど
う

で

は
、
反は

ん

日に
ち

暴ぼ
う

動ど
う

や
尖せ

ん

閣か
く
へ
の
侵し

ん

入に
ゅ
うな
ど
、
い
く
ら
左さ

傾け
い

マ
ス
コ

ミ
で
も
覆お

お

い
よ
う
が
な
い
ほ
ど
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
横お

う

暴ぼ
う

ぶ
り
が
報ほ

う

じ
ら

れ
て
い
る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
の
接せ

っ

点て
ん

が
少す

く

な
い
年ね

ん

配ぱ
い

層そ
う

ほ

ど
、反は

ん

中ち
ゅ
う

感か
ん

情じ
ょ
うを
持も

っ
て
し
ま
う
の
は
、当と

う

然ぜ
ん

だ
と
言い

え
よ
う
。

　
こ
の
仮か

説せ
つ

が
正た

だ

し
い
と
す
れ
ば
、
年ね

ん

配ぱ
い

層そ
う

ほ
ど
マ
ス
コ
ミ
に

左さ

右ゆ
う

さ
れ
、
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

は
実じ

っ

体た
い

験け
ん

や
自じ

由ゆ
う

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

報ほ
う

道ど
う

な
ど
か
ら
、
よ
り
客

き
ゃ
く

観か
ん

的て
き

な
現げ

ん

状じ
ょ
う

認に
ん

識し
き

を
持も

っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
推す

い

察さ
つ

さ
れ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で
、
大た

い

変へ
ん

良よ

い
傾け

い

向こ
う

で
は
あ
る
。

　

高た
か

橋は
し

氏し

は
、
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

の
安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

支し

持じ

は
「
右う

傾け
い

化か

」
で

は
な
く
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成せ

い

功こ
う

が
原げ

ん

因い
ん

だ
と
指し

摘て
き

し
て
い

る
。
実じ

っ

際さ
い

、
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

も
就

し
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

も
大お

お

き
く
改か

い

善ぜ
ん

し
て
い

る
。
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

最さ
い

後ご

の
年と

し

で
あ
っ
た
平へ

い

成せ
い

２
４(

２
０
１
２)

年ね
ん

の
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

４
．
３
３
％
、
就

し
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

６
２
７
９
万ま

ん

人に
ん

に
対た

い

し
て
、
昨さ

く

平へ
い

成せ
い

２
９(

２
０
１
７)

年ね
ん

は
そ
れ
ぞ
れ
２
．

８
８
％
、
６
５
５
９
万ま

ん

人に
ん

。
人じ

ん

口こ
う

は
減へ

っ
て
い
る
の
に
、
就

し
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

は
２
８
０
万ま

ん

人に
ん

も
増ぞ

う

加か

し
て
い
る
。

　

特と
く

に
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

は
就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

機き

会か
い

の
増ぞ

う

加か

、
派は

遣け
ん

や
バ
イ
ト
か
ら

正せ
い

規き

社し
ゃ

員い
ん
へ
の
登と

う

用よ
う

な
ど
で
最も

っ
と
も
メ
リ
ッ
ト
を
受う

け
る
年ね

ん

代だ
い

で

あ
る
。
い
く
ら
偏へ

ん

向こ
う

マ
ス
コ
ミ
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成せ

い

功こ
う

を
隠か

く

し
て
も
、
自じ

分ぶ
ん

の
経け

い

験け
ん

か
ら
、
現げ

ん

実じ
つ

を
見み

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
マ
ス
コ
ミ
の
左さ

傾け
い

ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
弊へ

い

誌し

で
は
何な

ん

度ど

も
論ろ

ん

じ
て
き
た
が
、
最さ

い

近き
ん

の
傾け

い

向こ
う

は
「
左さ

傾け
い

化か

」
と
い
う
よ
り
も

「
劣れ

っ

化か

」
と
言い

う
べ
き
で
は
な
い
か
。
左さ

翼よ
く

的て
き

思し

考こ
う

を
持も

つ
記き

者し
ゃ

が
、
取し

ゅ

材ざ
い

の
基き

本ほ
ん

を
踏ふ

ま
え
て
事じ

実じ
つ

を
述の

べ
た
上う

え

で
、
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
意い

見け
ん

と
し
て
左さ

翼よ
く

的て
き

な
論ろ

ん

評ぴ
ょ
うを
行お

こ
な
う
の
は
、
一い

っ

向こ
う

に

構か
ま

わ
な
い
。
自じ

由ゆ
う

な
言げ

ん

論ろ
ん

社し
ゃ

会か
い

で
は
、
そ
う
い
う
左さ

傾け
い

メ
デ
ィ

ア
も
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
。

　

し
か
し
最さ

い

近き
ん

の
マ
ス
コ
ミ
の
報ほ

う

道ど
う

は
、
取し

ゅ

材ざ
い

の
基き

本ほ
ん

を
逸い

つ

脱だ
つ

し
た
意い

図と

的て
き

な
虚き

ょ

偽ぎ

報ほ
う

道ど
う

が
ま
か
り
通と

お
っ
て
い
る
。た
と
え
ば
、

弊へ
い

誌し

１
０
３
４
号ご

う

「『
加か

計け

事じ

件け
ん

』 

～ 

朝あ
さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
謀ぼ

う

略り
ゃ
く

報ほ
う

道ど
う

」[

ａ]

で
は
、
出

し
ゅ
っ

所し
ょ

も
よ
く
わ
か
ら
な
い
記き

録ろ
く

文ぶ
ん

書し
ょ

で
、

「
総そ

う

理り

の
ご
意い

向こ
う

」
と
い
う
部ぶ

分ぶ
ん

に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当あ

て

て
、ス
ク
ー
プ
記き

事じ

に
仕し

立た

て
上あ

げ
て
い
た
事じ

例れ
い

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

し
か
し
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
か
ら
外は

ず

れ
て
、
よ
く
見み

え
な
い
部ぶ

分ぶ
ん

で
は
「
総そ

う

理り

か
ら
の
指し

示じ

に
見み

え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
一い

っ

節せ
つ

が
隠か

く

さ
れ
て
お
り
、
総そ

う

理り

の
指し

示じ

な
ど
な
か
っ
た
事こ

と

を

窺う
か
がわ
せ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
新し

ん

聞ぶ
ん

報ほ
う

道ど
う

と
い
う
よ
り
、

倒と
う

閣か
く

の
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
る
。

　

朝あ
さ

日ひ

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
す
で
に
長な

が

い
歴れ

き

史し

が
あ
る
。
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

も
、
事じ

実じ
つ

調ち
ょ
う

査さ

と
い
う
「
記き

者し
ゃ

の
イ
ロ
ハ
」

を
全ま

っ
た
く
せ
ず
に
、
吉よ

し

田だ

清せ
い

治じ

と
い
う
詐さ

欺ぎ

師し

の
で
っ
ち
あ
げ
本ぼ

ん

を
朝あ

さ

日ひ

が
喧け

ん

伝で
ん

し
て
、
大お

お

き
な
国こ

く

際さ
い

問も
ん

題だ
い

に
仕し

立た

て
あ
げ
た
。

朝あ
さ

日ひ

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
ぶ
り
は
、
年ね

ん

期き

の
入は

い

っ
た
筋す

じ

金が
ね

入い

り
の

も
の
で
あ
る
。

　
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」
問も

ん

題だ
い

に
関か

ん

し
て
、
朝あ

さ

日ひ

は
目め

立だ

た
な
い
訂て

い

正せ
い

記き

事じ

を
載の

せ
、
社し

ゃ

長ち
ょ
う

交こ
う

替た
い

程て
い

度ど

で
済す

ま
し
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
上

じ
ょ
う

述じ
ゅ
つの
「
総そ

う

理り

の
ご
意い

向こ
う

」
と
い
う
記き

事じ

も
、
虚き

ょ

報ほ
う

の
疑う

た
がい
を
自み

ず
か
ら
晴は

ら
す
ど
こ
ろ
か
、
居い

直な
お
っ
て
、
こ
れ
を
暴あ

ば

い
た
小お

川が
わ

榮え
い

太た

郎ろ
う

氏し

を
「
名め

い

誉よ

毀き

損そ
ん

」
に
よ
り
５
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

の

損そ
ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
うと
謝し

ゃ

罪ざ
い

広こ
う

告こ
く

の
掲け

い

載さ
い

を
求も

と

め
る
訴う

っ
た
え
を
起お

こ
し
て

い
る
。

１
．「
若じ

ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

の
右う

傾け
い

化か

」
？

　

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

の
誤ご

報ほ
う

虚き
ょ

報ほ
う

と
言い

え
ば
、
製せ

い

造ぞ
う

会が
い

社し
ゃ

の
不ふ

良り
ょ
う

品ひ
ん

販は
ん

売ば
い

に
相そ

う

当と
う

す
る
。
製せ

い

造ぞ
う

企き

業ぎ
ょ
うな
ら
、
お
わ
び
や
社し

ゃ

長ち
ょ
う

交こ
う

替た
い

だ

け
で
済す

ま
ず
、
取と

り

引ひ
き

先さ
き

か
ら
の
補ほ

償し
ょ
う

請せ
い

求き
ゅ
うや
、
株か

ぶ

主ぬ
し

離ば
な

れ
に

よ
る
株か

ぶ

価か

下げ

落ら
く

と
い
う
市し

場じ
ょ
うか
ら
の
制せ

い

裁さ
い

を
受う

け
る
。
手て

痛い
た

い
制せ

い

裁さ
い

を
受う

け
る
こ
と
が
、
経け

い

営え
い

陣じ
ん

の
反は

ん

社し
ゃ

会か
い

的て
き

行こ
う

為い

を
予よ

防ぼ
う

す
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
昨さ

く

年ね
ん

、
長な

が

年ね
ん

の
品ひ

ん

質し
つ

デ
ー
タ
改か

い

ざ
ん
が
発は

っ

覚か
く

し
た
神こ

う

戸べ

製せ
い

鋼こ
う

で
は
株か

ぶ

主ぬ
し

の
売う

り
注

ち
ゅ
う

文も
ん

が
殺さ

っ

到と
う

し
て
、
ス
ト
ッ

プ
安や

す

。
１
４
０
０
円え

ん

近ち
か

か
っ
た
株か

ぶ

価か

は
一い

ち

時じ

、
８
０
０
円え

ん

付ふ

近き
ん

ま
で
下げ

落ら
く

し
、
時じ

価か

総そ
う

額が
く

に
し
て
１
８
０
０
億お

く

円え
ん

が
失う

し
な
わ

れ
た
。
そ
の
後ご

、
安あ

ん

全ぜ
ん

性せ
い

の
検け

ん

証し
ょ
うが
進す

す

み
、
重

じ
ゅ
う

大だ
い

事じ

故こ

に
結む

す

び
つ
く
恐お

そ

れ
は
少す

く

な
い
こ
と
が
分わ

か
っ
て
き
て
、
株か

ぶ

価か

は
戻も

ど

り

つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
海か

い

外が
い

の
顧こ

客き
ゃ
くか
ら
の
補ほ

償し
ょ
う

請せ
い

求き
ゅ
うや

訴そ

訟し
ょ
うな
ど
の
リ
ス
ク
を
抱か

か

え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
事じ

例れ
い

か
ら
、
誤ご

報ほ
う

虚き
ょ

報ほ
う

を
続つ

づ

け
る
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の

株か
ぶ

価か

も
さ
ぞ
落お

ち
て
い
る
だ
ろ
う
と
調し

ら

べ
た
ら
、
ど
う
に
も
株か

ぶ

価か

の
デ
ー
タ
が
見み

つ
か
ら
な
い
。
な
ん
と
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
株か

ぶ

式し
き

を

公こ
う

開か
い

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
い
や
、
朝あ

さ

日ひ

だ
け
で
な
く
、
他た

の
新し

ん

聞ぶ
ん

も
同ど

う

様よ
う

だ
。
一い

っ

般ぱ
ん

株か
ぶ

主ぬ
し

が
い
な
い
の
で
、
不ふ

祥し
ょ
う

事じ

で

株か
ぶ

価か

が
左さ

右ゆ
う

さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
そ
も
そ
も
起お

こ
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　

前ぜ
ん

述じ
ゅ
つの
高た

か

橋は
し

洋よ
う

一い
ち

氏し

の
著ち

ょ

書し
ょ

で
は
「
日に

っ

刊か
ん

新し
ん

聞ぶ
ん

紙し

法ほ
う

」（
正せ

い

規き

名め
い

称し
ょ
うは
「
日に

っ

刊か
ん

新し
ん

聞ぶ
ん

紙し

の
発は

っ

行こ
う

を
目も

く

的て
き

と
す
る
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

の
株か

ぶ

式し
き

の
譲

じ
ょ
う

渡と

の
制せ

い

限げ
ん

等な
ど

に
関か

ん

す
る
法ほ

う

律り
つ

」）
の
存そ

ん

在ざ
い

が
問も

ん

題だ
い

だ
と
指し

摘て
き

し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
正せ

い

式し
き

名め
い

通ど
お

り
、
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

の

株か
ぶ

式し
き

の
譲

じ
ょ
う

渡と

を
制せ

い

限げ
ん

し
て
い
る
法ほ

う

律り
つ

で
あ
る
。

　

株か
ぶ

式し
き

の
譲

じ
ょ
う

渡と

制せ
い

限げ
ん

が
あ
る
と
、
ど
う
な
る
の
か
？　

た
と

え
ば『
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

』は
、村む

ら

山や
ま

家け

と
上う

え

野の

家け

が
代だ

い

々だ
い

ず
っ
と
オ
ー

ナ
ー
（
社し

ゃ

主し
ゅ

）
と
し
て
存そ

ん

在ざ
い

す
る
企き

業ぎ
ょ
うだ
。
こ
の
よ
う
に
完か

ん

全ぜ
ん

に
経け

い

営え
い

者し
ゃ

が
代か

わ
ら
な
い
と
、
オ
ー
ナ
ー
の
い
わ
ゆ
る
鶴つ

る

の

一ひ
と

声こ
え

で
、
経け

い

営え
い

方ほ
う

針し
ん

を
は
じ
め
と
す
る
会か

い

社し
ゃ

の
す
べ
て
の
こ
と

が
決き

ま
っ
て
し
ま
う
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
現げ

ん

実じ
つ

に
は
オ
ー
ナ
ー
は
現げ

ん

場ば

に
意い

見け
ん

を
い
わ
な
い

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
株か

ぶ

式し
き

が
譲

じ
ょ
う

渡と

さ
れ
な
い
安あ

ん

泰た
い

な
経け

い

営え
い

の
な
か
で
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
口く

ち

出だ

し
が
な
け
れ
ば
、
経け

い

営え
い

陣じ
ん

に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
か
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
経け

い

営え
い

の

す
べ
て
の
権け

ん

限げ
ん

を
握に

ぎ

っ
た
「
絶ぜ

っ

対た
い

に
ク
ビ
に
な
ら
な
い
社し

ゃ

長ち
ょ
う」

が
組そ

織し
き

を
指し

揮き

す
る
。[

２
， 

８
１
０]

　

２
０
１
５(

平へ
い

成せ
い

２
７)

年ね
ん

に
「
日に

っ

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

」
が
イ
ギ
リ
ス

の
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・タ
イ
ム
ズ
」
の
親お

や

会が
い

社し
ゃ

を
買ば

い

収し
ゅ
うし
て
、

自じ

社し
ゃ

グ
ル
ー
プ
に
組く

み
込こ

ん
だ
が
、
日に

本ほ
ん

で
は
こ
の
法ほ

う

律り
つ

が
あ

る
限か

ぎ

り
、
そ
の
逆ぎ

ゃ
くは
起お

こ
り
得え

な
い
。

　
日に

本ほ
ん

の
新し

ん

聞ぶ
ん

が
欧お

う

米べ
い

の
よ
う
に
株か

ぶ

式し
き

公こ
う

開か
い

し
て
い
た
ら
、
ど

う
な
る
だ
ろ
う
？　

た
と
え
ば
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」
報ほ

う

道ど
う

で
株か

ぶ

式し
き

が

暴ぼ
う

落ら
く

し
た
ら
、
株か

ぶ

主ぬ
し

た
ち
は
経け

い

営え
い

者し
ゃ

の
責せ

き

任に
ん

と
し
て
、
株か

ぶ

主ぬ
し

代だ
い

表ひ
ょ
う

訴そ

訟し
ょ
うを
起お

こ
す
だ
ろ
う
。
株か

ぶ

価か

が
１
０
０
億お

く

円え
ん

規き

模ぼ

で

落お

ち
込こ

ん
だ
ら
、
そ
れ
に
相そ

う

当と
う

す
る
額が

く

の
損そ

ん

失し
つ

補ほ

償し
ょ
うを
経け

い

営え
い

陣じ
ん

が
求も

と

め
ら
れ
る
恐お

そ

れ
が
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
若わ

か

者も
の

の
安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

支し

持じ

の
理り

由ゆ
う

（３） ２０１８年第４９９１号 	 ５月	 ５日	（土曜日）

６
．
電で

ん

波ぱ

独ど
く

占せ
ん

の
利り

益え
き

を

　
　
　
　

む
さ
ぼ
る
テ
レ
ビ
局き

ょ
く

３
．
マ
ス
コ
ミ
の
「
劣れ

っ

化か

」

４
．
補ほ

償し
ょ
う
請せ

い

求き
ゅ
う
や
株か

ぶ

価か

低て
い

落ら
く

と
い
う

　

 

社し
ゃ

会か
い

的て
き

制せ
い

裁さ
い

を
受う

け
な
い
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

　

日に

本ほ
ん

の
マ
ス
コ
ミ
は
岩が

ん

盤ば
ん

規き

制せ
い

に
守ま

も

ら
れ
た
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸し

ょ

島と
う

に
安あ

ん

住じ
ゅ
う

し
、
世せ

界か
い

の
進し

ん

化か

か
ら
取と

り
残の

こ

さ
れ
て
い
る
。

７
．
日に

本ほ
ん

だ
け
が
導ど

う

入に
ゅ
うし
て
い
な
い

　
　
　
　
　
電で

ん

波ぱ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　

経け
い

営え
い

陣じ
ん

と
し
て
は
、
そ
ん
な
裁さ

い

判ば
ん

を
起お

こ
さ
れ
た
ら
た
ま

ら
な
い
の
で
、
事じ

前ぜ
ん

に
報ほ

う

道ど
う

の
質し

つ

に
つ
い
て
は
、
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

、
注

ち
ゅ
う

意い

す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
う
歯は

止ど

め
が
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も

「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」
誤ご

報ほ
う

な
ど
は
起お

こ
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

ま
た
株か

ぶ

価か

が
暴ぼ

う

落ら
く

し
た
所と

こ
ろを
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ー
ル
・
ス

ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙し

あ
た
り
が
買ば

い

収し
ゅ
うを
し
か
け
る
か
も

し
れ
な
い
。
多た

数す
う

の
小

し
ょ
う

株か
ぶ

主ぬ
し

か
ら
株か

ぶ

を
買か

い
集あ

つ

め
れ
ば
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
経け

い

営え
い

の
支し

配は
い

権け
ん

を
握に

ぎ

れ
る
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
。
そ
う

な
れ
ば
、
同ど

う

紙し

は
信し

ん

頼ら
い

性せ
い

の
高た

か

い
報ほ

う

道ど
う

体た
い

制せ
い

で
定て

い

評ひ
ょ
うが
あ
る

だ
け
に
、
意い

図と

的て
き

な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
報ほ

う

道ど
う

を
す
る
よ
う
な
記き

者し
ゃ

・
編へ

ん

集し
ゅ
う

者し
ゃ

は
駆く

逐ち
く

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
マ
ス
コ
ミ
が
外が

い

国こ
く

資し

本ほ
ん

に
牛

ぎ
ゅ
う

耳じ

ら
れ
る
の
も
問も

ん

題だ
い

は
あ
る
と

思お
も

う
が
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙し

は
日に

本ほ
ん

語ご

版ば
ん

も
出だ

し
て
い
る
し
、
全ぜ

ん

世せ

界か
い

で
４
０
０
万ま

ん

部ぶ

も
売う

れ
て
い

る
週

し
ゅ
う

刊か
ん

誌し

ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
の
日に

本ほ
ん

版ば
ん

は
６
万ま

ん

部ぶ

も
出で

て
い

る
。
新し

ん

聞ぶ
ん

も
規き

制せ
い

に
護ま

も

ら
れ
た
温お

ん

室し
つ

を
出で

て
、
他た

の
産さ

ん

業ぎ
ょ
うの

よ
う
に
国こ

く

際さ
い

競き
ょ
う

争そ
う

の
荒あ

ら

波な
み

に
晒さ

ら

さ
れ
た
方ほ

う

が
良よ

い
と
思お

も

う
。

　

逆ぎ
ゃ
くに
言い

え
ば
、
日に

本ほ
ん

の
新し

ん

聞ぶ
ん

は
７
０
年ね

ん

近ち
か

く
前ま

え

に
制せ

い

定て
い

さ

れ
た
「
日に

っ

刊か
ん

新し
ん

聞ぶ
ん

紙し

法ほ
う

」
に
よ
る
規き

制せ
い

に
よ
っ
て
、
市し

場じ
ょ
う

競
き
ょ
う

争そ
う

か
ら
護ま

も

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸し

ょ

島と
う

の
中な

か

で
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
機き

関か
ん

と
し
て
特と

く

異い

な
進し

ん

化か

を
遂と

げ
て

き
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
事こ

と

の
よ
う
だ
。

　

日に

本ほ
ん

の
テ
レ
ビ
局き

ょ
く
は
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

の
子こ

会が
い

社し
ゃ

に
な
っ
て
い
る
の
で

同ど
う

様よ
う

の
規き

制せ
い

に
守ま

も

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以い

外が
い

に
も
既き

得と
く

権け
ん

益え
き

を
守ま

も
っ
て
い
る
規き

制せ
い

が
あ
る
。

　

テ
レ
ビ
放ほ

う

送そ
う

事じ

業ぎ
ょ
うが
既き

得と
く

権け
ん

化か

し
て
い
る
理り

由ゆ
う

は
、
事じ

業
ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
新し

ん

規き

参さ
ん

入に
ゅ
うが
実じ

っ

質し
つ

的て
き

に
不ふ

可か

能の
う

に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

総そ
う

務む

省し
ょ
うの
認に

ん

可か

を
受う

け
た
事じ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

で
な
け
れ
ば
、
テ
レ
ビ
放ほ

う

送そ
う

事じ

業ぎ
ょ
うは
で
き
な
い
。「
放ほ

う

送そ
う

法ほ
う

」
に
よ
っ
て
免め

ん

許き
ょ

制せ
い

度ど

に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、
既き

存そ
ん

の
テ
レ
ビ
局き

ょ
く
を
「
自じ

分ぶ
ん

に
甘あ

ま

く
、
他た

人に
ん

に
厳き

び

し
い
」
体た

い

質し
つ

に
し
て
し
ま
っ
た
元げ

ん

凶き
ょ
うで
あ
る
。[

２
， 

８
４
４]

　

電で
ん

波ぱ

は
限か

ぎ

ら
れ
た
公こ

う

共き
ょ
う

財ざ
い

で
あ
る
。
テ
レ
ビ
局き

ょ
くは
総そ

う

務む

省
し
ょ
う

の
認に

ん

可か

を
受う

け
て
、
そ
の
公こ

う

共き
ょ
う

財ざ
い

を
独ど

く

占せ
ん

的て
き

に
使つ

か

っ
て
い
る
。

し
か
も
そ
の
使し

用よ
う

料り
ょ
うは
総そ

う

計け
い

で
地ち

方ほ
う

局き
ょ
く

含ふ
く

め
６
０
億お

く

円え
ん

強
き
ょ
う

（
平へ

い

成せ
い

２
２
年ね

ん

度ど

）。
事じ

業ぎ
ょ
う

収し
ゅ
う

入に
ゅ
う２
兆ち

ょ
う
８
千せ

ん

億お
く

円え
ん

に
比ひ

較か
く

す

る
と
、
電で

ん

波ぱ

の
仕し

入い

れ
コ
ス
ト
は
わ
ず
か
０
．
２
１
％
に
す

ぎ
な
い
。[

３]

　

テ
レ
ビ
受じ

ゅ

像ぞ
う

機き

を
持も

っ
て
い
る
だ
け
で
、
強

き
ょ
う

制せ
い

的て
き

に
受じ

ゅ

信し
ん

料り
ょ
うを
徴

ち
ょ
う

収し
ゅ
うす
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
職

し
ょ
く

員い
ん

の
平へ

い

均き
ん

年ね
ん

収し
ゅ
うが
１
千せ

ん

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

円え
ん

を
超こ

え
て
い
る
こ
と
が
問も

ん

題だ
い

視し

さ
れ
て
い
る
が
、
高た

か

橋は
し

氏し

は

民み
ん

放ぽ
う

の
テ
レ
ビ
マ
ン
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り
も
高こ

う

給き
ゅ
う

取と

り
で
あ
る
こ

と
を
指し

摘て
き

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
最さ

い

高こ
う

は
朝あ

さ

日ひ

放ほ
う

送そ
う

の

１
４
９
８
万ま

ん

円え
ん

、
最さ

い

低て
い

で
も
テ
レ
ビ
東と

う

京き
ょ
うホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
１
３
２
４
万ま

ん

円え
ん

で
あ
る
。[

２
， 

９
１
０]

　

多お
お

く
の
テ
レ
ビ
局き

ょ
く
は
電で

ん

波ぱ

と
い
う
国こ

く

民み
ん

の
共

き
ょ
う

有ゆ
う

財ざ
い

産さ
ん

を
独ど

く

占せ
ん

的て
き

に
使つ

か

っ
て
、
低て

い

俗ぞ
く

な
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
偏へ

ん

向こ
う

ニ
ュ
ー
ス
を

流な
が

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
膨ぼ

う

大だ
い

な
利り

益え
き

を
上あ

げ
、
社し

ゃ

員い
ん

は
高こ

う

給
き
ゅ
う

会か
い

を
守ま

も

る
道み

ち

　

放ほ
う

送そ
う

法ほ
う

を
無む

視し

し
て
偏へ

ん

向こ
う

報ほ
う

道ど
う

を
繰く

り
返か

え

す
確か

く

信し
ん

犯は
ん

的て
き

テ

レ
ビ
局き

ょ
くを
い
か
に
正た

だ

す
か
。
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伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、

Ｈ
２
９　

―　

ア
マ
ゾ
ン
「
日に

本ほ
ん

論ろ
ん

」
カ
テ
ゴ
リ
ー 

１
位い

（
８

／
３
調し

ら

べ)

、
総そ

う

合ご
う

４
１
位い

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、

Ｈ
２
９　

―　

ア
マ
ゾ
ン
「
日に

本ほ
ん

論ろ
ん

」
カ
テ
ゴ
リ
ー 

１
位い

（
３

／
６
調し

ら

べ)

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

国こ
く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８　

―　

ア
マ
ゾ
ン
「
日に

本ほ
ん

史し

一い
っ

般ぱ
ん

」
カ
テ
ゴ
リ
ー

１
位い

、
総そ

う

合ご
う

６
１
位い

（
Ｈ
２
８
／
９
／
１
３
調し

ら

べ
）

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い
日に

本ほ
ん

』、

育い
く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８　

―　

ア
マ
ゾ
ン
「
日に

本ほ
ん

論ろ
ん

」
カ
テ
ゴ
リ
ー

１
位い(

Ｈ
２
８
／
６
／
３
０
調し

ら

べ)

、
総そ

う

合ご
う

１
９
位い

（
Ｈ

２
８
／
５
／
２
９
調し

ら

べ
）

５
．
株か

ぶ

式し
き

の
譲じ

ょ
う

渡と

制せ
い

限げ
ん

に
よ
る

　
「
絶ぜ

っ

対た
い

に
ク
ビ
に
な
ら
な
い
社し

ゃ

長ち
ょ
う

」

を
受う

け
と
っ
て
い
る
。
国こ

く

民み
ん

を
搾さ

く

取し
ゅ

し
て
い
る
と
い
う
点て

ん

で
は
、

国こ
っ

会か
い

審し
ん

議ぎ

を
サ
ボ
り
な
が
ら
も
、
年ね

ん

間か
ん

４
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

以い

上じ
ょ
うの
歳さ

い

費ひ

を
受う

け
と
っ
て
い
る
野や

党と
う

議ぎ

員い
ん

と
良よ

い
勝

し
ょ
う

負ぶ

で
は
な
い
か
。

　
こ
の
電で

ん

波ぱ

独ど
く

占せ
ん

を
打う

ち
破や

ぶ

る
手し

ゅ

段だ
ん

が
、
電で

ん

波ぱ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
は
「
競

き
ょ
う

売ば
い

」
で
、
た
と
え
ば
、
あ

る
電で

ん

波ぱ

帯た
い

域い
き

を
政せ

い

府ふ

が
「
１
０
０
億お

く

円え
ん

で
買か

う
会か

い

社し
ゃ

は
あ
る

か
」
と
尋た

ず

ね
、
複ふ

く

数す
う

社し
ゃ

が
応お

う

じ
た
と
す
る
と
、「
１
１
０
億お

く

円え
ん

で
は
？
」「
１
２
０
億お

く

円え
ん

で
は
」と
し
だ
い
に
つ
り
上あ

げ
て
い
き
、

最さ
い

後ご

に
１
社し

ゃ

が
残の

こ
っ
た
時じ

点て
ん

で
落ら

く

札さ
つ

す
る
。

　

電で
ん

波ぱ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
１
９
９
０
年ね

ん

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
始は

じ

め
ら
れ
、
そ
の
後ご

、
１
９
９
６
年ね

ん

に
は
ア
メ
リ
カ
が
モ

バ
イ
ル
通つ

う

信し
ん

を
対た

い

象し
ょ
うに
導ど

う

入に
ゅ
う。
現げ

ん

在ざ
い

で
は
３
０
年ね

ん

近ち
か

く
の
経け

い

験け
ん

を
積つ

み
重か

さ

ね
、
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

ク
ラ
ブ
と
も
言い

わ
れ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

３
５
カ
国こ

く

の
う
ち
、
未み

導ど
う

入に
ゅ
うは
わ
ず
か
３
カ
国こ

く

、
す
な
わ
ち

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
日に

本ほ
ん

の
み
だ
。

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
人じ

ん

口こ
う

約や
く

３
４
万ま

ん

人に
ん

、
５
８
万ま

ん

人に
ん

と
い
う
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

都と

市し

規き

模ぼ

だ
か
ら
、
普ふ

通つ
う

の
規き

模ぼ

の
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

で
導ど

う

入に
ゅ
うし
て
い
な
い
の
は
日に

本ほ
ん

だ
け
、
と

い
う
ま
さ
に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
状

じ
ょ
う

態た
い

で
あ
る
。

　

電で
ん

波ぱ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
こ
れ
ほ
ど
世せ

界か
い

的て
き

に
広ひ

ろ

が
っ
た
の
は
、

３
０
年ね

ん

近ち
か

く
の
経け

い

験け
ん

で
、
大お

お

き
な
効こ

う

用よ
う

が
あ
る
事こ

と

が
分わ

か
っ
て

き
た
か
ら
だ
。

　

第だ
い

１
に
税ぜ

い

収し
ゅ
うが
増ふ

え
る
。電で

ん

波ぱ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
導ど

う

入に
ゅ
うに
よ
っ

て
、
日に

本ほ
ん

の
電で

ん

波ぱ

使し

用よ
う

料り
ょ
うは
最さ

い

低て
い

で
も
１
桁け

た

は
跳は

ね
上あ

が
る
、

と
言い

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
独ど

く

占せ
ん

に
よ
っ
て
、
テ
レ
ビ
局き

ょ
く
が
得え

て
い
た
利り

益え
き

が
国こ

く

民み
ん

の
た
め
の
資し

金き
ん

源げ
ん

と
し
て
取と

り
戻も

ど

せ
る
と

い
う
事こ

と

で
あ
る
。
テ
レ
ビ
局き

ょ
くに
と
っ
て
は
、
収

し
ゅ
う

益え
き

が
減へ

る
の
で
、

そ
の
分ぶ

ん

、
良

り
ょ
う

質し
つ

の
番ば

ん

組ぐ
み

を
作つ

く

っ
て
視し

聴ち
ょ
う

率り
つ

を
稼か

せ

が
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

第だ
い

２
に
新あ

た
ら
し
い
事じ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
新し

ん

規き

参さ
ん

入に
ゅ
うで
き
る
よ
う
に
な

る
。
新し

ん

規き

事じ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
い
き
な
り
テ
レ
ビ
放ほ

う

送そ
う

を
始は

じ

め
る
の
は

難む
ず
かし
い
と
し
て
も
、
既き

存そ
ん

の
地ち

方ほ
う

局き
ょ
くを
買ば

い

収し
ゅ
うし
た
り
し
て
参さ

ん

入に
ゅ
うで
き
る
。
こ
れ
は
例た

と

え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世せ

界か
い

で
は
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
桜さ

く
らの
よ
う
な
保ほ

守し
ゅ

系け
い

の
放ほ

う

送そ
う

が
始は

じ

ま
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
通つ

う

常じ
ょ
う

波は

の
世せ

界か
い

で
も
起お

こ
り
う
る
。

　

車く
る
まに
し
ろ
、
パ
ソ
コ
ン
に
し
ろ
、
企き

業ぎ
ょ
う

間か
ん

の
自じ

由ゆ
う

競き
ょ
う

争そ
う

が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
高こ

う

品ひ
ん

質し
つ

化か

、
低て

い

価か

格か
く

化か

、
性せ

い

能の
う

向こ
う

上じ
ょ
うが
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
進す

す

む
。
そ
れ
と
同ど

う

様よ
う

に
、
新し

ん

聞ぶ
ん

の
「
日に

っ

刊か
ん

新し
ん

聞ぶ
ん

紙し

法ほ
う

」

廃は
い

止し

、
テ
レ
ビ
局き

ょ
くの
電で

ん

波ぱ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
導ど

う

入に
ゅ
うは
、
そ
れ
ぞ
れ

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸し

ょ

島と
う

で
安あ

ん

住じ
ゅ
うし
て
い
た
日に

本ほ
ん

の
マ
ス
コ
ミ
を
、
自じ

由ゆ
う

競き
ょ
う

争そ
う

の
海う

み

に
追お

い
込こ

ん
で
、
そ
の
品ひ

ん

質し
つ

や
コ
ス
ト
競

き
ょ
う

争そ
う

力
り
ょ
く

を
高た

か

め
る
手し

ゅ

段だ
ん

な
の
で
あ
る
。

                                      　

    （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
０
３
４) 

「
加か

計け

事じ

件け
ん

」 

～ 

朝あ
さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の

謀ぼ
う

略り
ゃ
く

報ほ
う

道ど
う

　

朝あ
さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
い
か
に
「
加か

計け

事じ

件け
ん

」
を
創つ

く

り
だ
し
た
か

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0

1
7

1
1

/article_1
.

htm
l

ｂ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
０
４
１) 

偏へ
ん

向こ
う

テ
レ
ビ
か
ら
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

社し
ゃ

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｌ　

世よ

論ろ
ん

調ち
ょ
う

査さ

（
２
）
高た

か

橋は
し

洋よ
う

一い
ち
『
な
ぜ
こ
の

国く
に

で
は
お
か
し
な
議ぎ

論ろ
ん

が
ま

か
り
通と

お

る
の
か
』、
Ｋ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
Ｈ
３
０

（
３
）
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ポ
ス
ト
セ

ブ
ン
「
テ
レ
ビ
局き

ょ
く
の
「
電で

ん

波ぱ

使し

用よ
う

料り
ょ
う」
は
売う

上り
あ
げ

高だ
か

の
わ
ず

か
０
．
１
４
％
し
か
な
い
」
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に
変へ

ん

更こ
う

す
る
よ
う
要よ

う

望ぼ
う

が
上あ

が
っ
た
。
現げ

ん

執し
っ

行こ
う

部ぶ

は
病

び
ょ
う

院い
ん

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

日に
っ

程て
い

の
兼か

ね

合あ

い
と
翌よ

く

年ね
ん

に
援え

ん

協き
ょ
う

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

控ひ
か

え
る
こ
と
か
ら
、
小

し
ょ
う

規き

模ぼ

な
式し

き

典て
ん

と
す
る
考か

ん
が

え
だ
っ
た
。

一い
っ

方ぽ
う

、
評

ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

か
ら
は
「
現げ

ん

在ざ
い

の
病

び
ょ
う

院い
ん

規き

模ぼ

に
見み

合あ

っ
た

式し
き

典て
ん

を
」「
お
世せ

話わ

に
な
っ
た

日に

本ほ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

財ざ
い

団だ
ん

か
ら

も
ご
参さ

ん

加か

頂い
た
だけ
る
よ
う
週

し
ゅ
う

末ま
つ

に
」
と
い
っ
た
声こ

え

が
上あ

が
っ
た
。

　
【
既き

報ほ
う

関か
ん

連れ
ん

】
先せ

ん

月げ
つ

１
０
日か

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
テ
メ
ル
政せ

い

権け
ん

の
内な

い

閣か
く

改か
い

造ぞ
う

で
、
続つ

づ

木き

正せ
い

剛ご
う

保ほ

健け
ん

衛え
い

生せ
い

大だ
い

臣じ
ん

以い

来ら
い

、
実じ

つ

に
２
８
年ね

ん

振ぶ

り
に
４
人に

ん

目め

の
日に

っ

系け
い

大だ
い

臣じ
ん

が
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
。
そ

の
ヨ
ム
ラ
・
エ
ウ
ト
ン
労ろ

う

働ど
う

大だ
い

臣じ
ん

（
３
５
、
三さ

ん

世せ
い

、
リ
オ
州

し
ゅ
う

出し
ゅ
っ

身し
ん

）
が
ジ
ョ
ル
ナ
ル
・

ニ
ッ
パ
キ
紙し

の
取し

ゅ

材ざ
い

に
応お

う

じ
た
。
不ふ

安あ
ん

定て
い

な
政せ

い

治じ

局き
ょ
く

面め
ん

に
お
い
て
、
若わ

か

く
し
て
大だ

い

臣じ
ん

に

就し
ゅ
う

任に
ん

し
た
ヨ
ム
ラ
氏し

は
、
リ
オ
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
な
か
で
育そ

だ
っ
た
若わ

か

か
り
し
頃こ

ろ

の
思お

も

い
出で

や
、
多た

忙ぼ
う

極き
わ

ま
る
労ろ

う

働ど
う

大だ
い

臣じ
ん

と
し
て
の
日ひ

び々

の
職

し
ょ
く

務む

に
つ
い
て
語か

た
っ
た
。

神じ
ん

内な
い

氏し

か
ら
の
多た

額が
く

の
寄き

付ふ

に
よ
り
病

び
ょ
う

院い
ん

を
増ぞ

う

築ち
く

し
、
不ふ

安あ
ん

定て
い

だ
っ
た
経け

い

営え
い

を
軌き

道ど
う

に

乗の

せ
て
き
た
。
身み

を
持も

っ
て
そ

の
苦く

労ろ
う

を
体た

い

験け
ん

し
て
き
た
一い

ち

部ぶ

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

と
、
実じ

っ

感か
ん

の
少す

く

な

い
現げ

ん

執し
っ

行こ
う

部ぶ

と
の
間あ

い
だ

で
、
若

じ
ゃ
っ

干か
ん

の
温お

ん

度ど

差さ

が
出で

た
模も

様よ
う

。

今こ
ん

後ご

、
日に

っ

程て
い

に
つ
い
て
再さ

い

検
け
ん
と

討う

が
行お

こ
な

わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

是こ
れ

枝え
だ

裕ひ
ろ

和か
ず

監か
ん

督と
く

の
映え

い

き
だ
と
い
う
の
が
漫ま

ん

画が

。「
見み

事ご
と

な
ほ
ど
創そ

う

造ぞ
う

的て
き

だ
」
と
語か

た

る
。

　

そ
の
よ
う
に
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に

触ふ

れ
て
育そ

だ

っ
た
た
め
か
、「
ど

の
よ
う
な
自じ

分ぶ
ん

の
特と

く

質し
つ

が
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に
帰き

属ぞ
く

し
て
い
る
か

と
い
え
ば
難む

ず
か
し
い
が
、
強し

い

て
言い

え
ば
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

力り
ょ
くと
仕し

事ご
と

へ

の
熱ね

つ

意い

が
培つ

ち
か
わ
れ
た
の
で
は
」

と
自じ

己こ

分ぶ
ん

析せ
き

し
て
い
る
。
多た

忙ぼ
う

極き
わ

ま
る
大だ

い

臣じ
ん

と
し
て
の
職

し
ょ
く

務む

に
も
、
日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

が
活い

か

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
ヨ
ム
ラ
氏し

は
、
ヴ
ェ
イ
ガ
・

デ
・
ア
ウ
メ
イ
ダ
大だ

い

学が
く

法ほ
う

律り
つ

学が
く

部ぶ

卒そ
つ

後ご

、
フ
ル
ミ
ネ
ン
セ

連れ
ん

邦ぽ
う

大だ
い

学が
く

院い
ん

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

学が
く

部ぶ

卒そ
つ

。
０
５
年ね

ん

か
ら
リ
オ
市し

検け
ん

事じ

総そ
う

長ち
ょ
う

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

補ほ

佐さ

官か
ん

、

リ
オ
市し

交こ
う

通つ
う

局き
ょ
く

補ほ

佐さ

官か
ん

等な
ど

を
歴れ

き

任に
ん

。
１
６
年ね

ん

に
労ろ

う

働ど
う

省
し
ょ
う

リ
オ
州

し
ゅ
う

地ち

区く

長ち
ょ
う

官か
ん

、
１
７
年ね

ん

１
０
月が

つ

に
労ろ

う

働ど
う

省し
ょ
う

重じ
ゅ
う

役や
く

秘ひ

書し
ょ

を
経へ

て
、
今こ

年と
し

１
月が

つ

か
ら

労ろ
う

働ど
う

大だ
い

臣じ
ん

代だ
い

行こ
う

と
な
っ
て
い

た
。

　

今こ

年と
し

１
０
月が

つ

に
実じ

っ

施し

さ
れ

る
統と

う

一い
つ

選せ
ん

挙き
ょ

に
出

し
ゅ
つ

馬ば

す
る
た

め
、
閣か

く

僚り
ょ
うが
先せ

ん

月げ
つ

７
日か

を
期き

限げ
ん

と
し
て
離り

職し
ょ
くし
た
こ
と
に

伴と
も
なう
内な

い

閣か
く

改か
い

造ぞ
う

で
、
ヨ
ム
ラ

氏し

は
労ろ

う

働ど
う

大だ
い

臣じ
ん

に
正せ

い

式し
き

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。

　

不ふ

安あ
ん

定て
い

な
政せ

い

治じ

局き
ょ
く

面め
ん

に
お

い
て
大だ

い

臣じ
ん

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
こ
と
に

つ
い
て
、「
ブ
ラ
ジ
ル
が
繁は

ん

栄え
い

へ
の
道み

ち

を
取と

り
戻も

ど

す
た
め
に
、

効こ
う

率り
つ

性せ
い

や
組そ

織し
き

が
不ふ

可か

欠け
つ

と

な
る
局

き
ょ
く

面め
ん

に
お
い
て
、
こ
の

よ
う
な
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
職

し
ょ
く

務む

に
就つ

き
、

国こ
く

民み
ん

の
要よ

う

請せ
い

に
応こ

た

え
て
ゆ
く

立た
ち

場ば

に
あ
る
こ
と
は
、
非ひ

常
じ
ょ
う

に
名め

い

誉よ

で
あ
り
喜よ

ろ
こ
ば
し
い
こ

と
だ
」
と
語か

た

る
。

　

労ろ
う

働ど
う

大だ
い

臣じ
ん

の
職

し
ょ
く

務む

に
つ
い

て
は
「
日に

ち

常じ
ょ
う

業ぎ
ょ
う

務む

は
非ひ

常
じ
ょ
う

に
切せ

っ

迫ぱ
く

し
た
も
の
。
日ひ

び々

刻こ
っ

々こ
く

と
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが
変へ

ん

化か

し
、
新あ

ら

た
な
課か

題だ
い

が
生し

ょ
う
ず
る
」
と
難

む
ず
か

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

、
並な

ら

び
に
、
日に

っ

伯ぱ
く

福ふ
く

祉し

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
き

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
、「
定て

い

期き

総そ
う

会か
い

」
及お

よ

び
「
定て

い

期き

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

」
を
先せ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

、
援え

ん

協き
ょ
うビ
ル
５
階か

い

神じ
ん

内な
い

ホ
ー
ル
で
開か

い

催さ
い

し
た
。

１
７
年ね

ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

及お
よ

び
決け

っ

算さ
ん

報ほ
う

告こ
く

の
討と

う

議ぎ

と
承

し
ょ
う

認に
ん

並な
ら

び
に
、

１
８
年ね

ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

及お
よ

び
予よ

算さ
ん

の
承

し
ょ
う

認に
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

、
昨さ

く

年ね
ん

亡な

く
な
っ
た

援え
ん

協き
ょ
うの
大だ

い

恩お
ん

人じ
ん

・
日に

本ほ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

財ざ
い

団だ
ん

元も
と

理り

事じ

長ち
ょ
う

の
神じ

ん

内な
い

良り
ょ
う

一い
ち

氏し

、
援え

ん

協き
ょ
う

元も
と

会か
い

長
ち
ょ
う

の
原は

ら

沢さ
わ

和か
ず

夫お

氏し

、
森も

り

口ぐ
ち

イ
グ

ナ
シ
オ
忠た

だ

義よ
し

氏し

ら
に
対た

い

し
、

一い
っ

分ぷ
ん

間か
ん

の
黙も

く

祷と
う

が
捧さ

さ

げ
ら
れ

た
。

　

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

長ち
ょ
うは
、
援え

ん

協き
ょ
うを
築き

ず

き
挙あ

げ
て
き
た
先せ

ん

達だ
つ

に
思お

も

い

を
馳は

せ
、「
時じ

代だ
い

の
移う

つ

り
変か

わ
り
を
感か

ん

じ
る
。
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の

た
め
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
援え

ん

協き
ょ
う

は
、

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
支し

援え
ん

の
お
陰か

げ

で

し
さ
を
語か

た

る
も
、「
そ
れ
が
私

わ
た
し

を
駆か

り
立た

て
て
く
れ
て
い
る
。

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

力り
ょ
くを
持も

つ
こ
と
で
、
優ゆ

う

先せ
ん

順じ
ゅ
ん

位い

を
確か

く

定て
い

し
、
物も

の

事ご
と

を

前ま
え

に
進す

す

め
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
粘ね

ば

り
腰こ

し

で
取と

り

組く

ん
で
い
る

よ
う
だ
。

立り
っ

派ぱ

に
成せ

い

長ち
ょ
うし
た
」
と
そ
の

軌き

跡せ
き

を
振ふ

り

返か
え

っ
た
。

　

神じ
ん

内な
い

氏し

の
多た

大だ
い

な
支し

援え
ん

を

受う

け
て
増ぞ

う

築ち
く

・
拡か

く

大だ
い

し
、
援え

ん

協き
ょ
うの
屋や

台た
い

骨ぼ
ね

と
な
っ
た
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

は
今こ

年と
し

創そ
う

立り
つ

３
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
る
。

「
今こ

ん

後ご

ど
う
い
う
方ほ

う

向こ
う

で
、

社し
ゃ

会か
い

の
中な

か

で
ど
の
よ
う
に
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
役や

く

割わ
り

を
果は

た
し
て
い
く

か
。
ご
支し

援え
ん

頂い
た
だき
た
い
」
と

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
仰あ

お

い
だ
。

　

続つ
づ

い
て
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
政せ

い

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

（
Ｈ

Ｓ
Ｃ
）
評

ひ
ょ
う

議ぎ

委い

員い
ん

会か
い

が
先せ

ん

月げ
つ

末ま
つ

に
行お

こ

な
わ
れ
、
石い

し

川か
わ

レ
ナ

ト
氏し

が
理り

事じ

長ち
ょ
うに
再さ

い

任に
ん

さ
れ

た
。
３
期き

目め

の
続ぞ

く

投と
う

と
な
り
、

任に
ん

期き

は
２
０
２
１
年ね

ん

ま
で
の

石
いし

川
かわ

理
り

事
じ

長
ちょう

３
年ね

ん

間か
ん

。

　

石い
し

川か
わ

氏し

は
１
９
９
８
年ね

ん

か

ら
ブ
ラ
ジ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｃ
代だ

い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

社し
ゃ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
た
経け

い

営え
い

手し
ゅ

腕わ
ん

が
買か

わ
れ
、
１
２
年ね

ん

に
理り

事じ

長ち
ょ
うに
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
た
。
経け

い

営え
い

改か
い

革か
く

に
よ
り
財ざ

い

政せ
い

再さ
い

建け
ん

を
進す

す

め
る
な
ど
顕け

ん

著ち
ょ

な
実じ

っ

績せ
き

を
上あ

げ
、
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

に
は
聖せ

い

州
し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

か
ら
名め

い

誉よ

功こ
う

労ろ
う

章し
ょ
うを
受じ

ゅ

章し
ょ
うし
た
。

　

就
し
ゅ
う

任に
ん

挨あ
い

拶さ
つ

に
臨の

ぞ

ん
だ
石い

し

川か
わ

氏し

は
、「
理り

事じ

会か
い

が
負お

う
責せ

き

任に
ん

は
熟

じ
ゅ
く

知ち

し
て
い
る
。
だ
が
、
我わ

れ

々わ
れ

が
そ
の
継け

い

続ぞ
く

的て
き

発は
っ

展て
ん

に

責せ
き

任に
ん

を
負お

い
、
病

び
ょ
う

院い
ん

の
た
め

に
よ
り
多お

お

く
の
こ
と
を
共と

も

に

や
っ
て
い
け
る
と
非ひ

常じ
ょ
うに
前ま

え

向む

き
だ
」
と
述の

べ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
任に

ん

期き

を
振ふ

り

返か
え

り
、「
第だ

い

一い
っ

期き

目め

か
ら
成せ

い

長ち
ょ
うに
向む

け
た
経け

い

営え
い

安あ
ん

定て
い

化か

を

目め

指ざ

し
、
目も

く

標ひ
ょ
うを
達た

っ

成せ
い

し
て

き
た
。
皆み

な

さ
ん
の
ご
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを

得え

て
、
こ
こ
数す

う

年ね
ん

の
う
ち
に

援え
ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

ビ
ル
５
階か

い

（R
ua 

Fagundes, 1
2

1

）
で
行お

こ

な
う
。
会か

い

員い
ん

８
０
レ
、
非ひ

会か
い

員い
ん

１
０
０
レ
。
申

も
う
し

込こ
み

締し
め

切き
り

は

１
７
日に

ち

ま
で
。

　

食
し
ょ
く

事じ

や
簡か

ん

単た
ん

な
ゲ
ー
ム
を

通と
お

し
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の
交こ

う

流り
ゅ
うを
深ふ

か

め
る
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
結け

っ

婚こ
ん

を
希き

望ぼ
う

す
る
人ひ

と

が
毎ま

い

回か
い

３
０
人に

ん

ほ

ど
が
参さ

ん

加か

す
る
。
年ね

ん

齢れ
い

層そ
う

は

４
０
～
６
０
代だ

い

が
多お

お

い
が
年ね

ん

齢れ
い

制せ
い

限げ
ん

な
し
。
毎ま

い

回か
い

、
違ち

が

っ

た
ゲ
ー
ム
を
用よ

う

意い

し
て
お
り
、

過か

去こ

に
参さ

ん

加か

し
た
経け

い

験け
ん

の
あ

る
人ひ

と

で
も
楽た

の

し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
洲す

崎ざ
き

順じ
ゅ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
久く

保ぼ

透と
お
る

心し
ん

理り

士し

、
中な

か

里ざ
と

タ
チ
ア
ナ
診し

ん

療り
ょ
う

所じ
ょ

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

は

「
堅か

た

苦く
る

し
く
な
ら
な
い
よ
う

に
楽た

の

し
い
ゲ
ー
ム
を
準

じ
ゅ
ん

備び

し

て
い
ま
す
。
男だ

ん

性せ
い

比ひ

が
少す

く

な

い
の
で
、
控ひ

か

え
め
な
方か

た

も
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
ご
参さ

ん

加か

を
」
と
呼よ

び

か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
や
申

も
う
し

込こ

み
は
、
援え

ん

協き
ょ
う

福ふ
く

祉し

部ぶ

（
１
１ 

・
３
２ 

７
４
・６
５
１
８
）
ま
で
。

画が

『
Ｏ 

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｉ
Ｒ

Ｏ 

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
（
三さ

ん

度ど

目め

の
殺さ

つ

人じ
ん

）』

（
２
０
１
７
年ね

ん

）
が
聖せ

い

市し

の

レ
ゼ
ル
バ・ク
ル
ツ
ラ
ル
（
パ

ウ
リ
ス
タ
大だ

い

通ど
お

り
９
０
０

番ば
ん

）
で
上

じ
ょ
う

映え
い

中ち
ゅ
うだ
。
Ｓ
Ａ
Ｌ

Ａ
１
で
午ご

後ご

１
時じ

、
５
時じ

２
０
分ぷ

ん

、
９
時じ

４
０
分ぶ

ん

の
３

回か
い

。
た
だ
し
９
日か

（
水す

い

）
は

午ご

後ご

９
時じ

４
０
分ぶ

ん

の
回か

い

は
な

し
。
福ふ

く

山や
ま

雅ま
さ

治は
る

が
主し

ゅ

演え
ん

す
る

法ほ
う

廷て
い

サ
ス
ペ
ン
ス
。
初し

ょ

演え
ん

さ

れ
た
２
０
１
７
年ね

ん

９
月が

つ

９

日か

、
１
０
日か

の
２
日か

間か
ん

で
動ど

う

員い
ん

が
約や

く

１
８
万ま

ん

人に
ん

、
興

き
ょ
う

行
ぎ
ょ
う

収し
ゅ
う

入に
ゅ
う

２
億お

く

３
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

に
な

り
、
映え

い

画が

観か
ん

客き
ゃ
く

動ど
う

員い
ん

ラ
ン
キ

ン
グ
（
興こ

う

行ぎ
ょ
う

通つ
う

信し
ん

社し
ゃ

調し
ら

べ
）

で
初は

つ

登と
う

場じ
ょ
う

第だ
い

２
位い

と
な
っ
た

話わ

題だ
い

作さ
く

だ
。
た
ま
に
は
テ
レ

ビ
や
ビ
デ
オ
で
は
な
く
、
映え

い

画が

館か
ん

で
日に

本ほ
ん

映え
い

画が

も
い
い
の

で
は
？

　

ヨ
ム
ラ
氏し

は
、
日に

っ

系け
い

二に

世せ
い

の
父ち

ち

親お
や

の
も
と
に
生う

ま
れ
た
。

幼よ
う

少し
ょ
う

期き

は
空か

ら

手て

に
通か

よ

い
、
青せ

い

年ね
ん

期き

は
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
通つ

う

じ
て

様さ
ま

々ざ
ま

な
日に

本ほ
ん

の
ス
ポ
ー
ツ
に

触ふ

れ
、
特と

く

に
野や

球き
ゅ
うに
興き

ょ
う
じ
た

と
い
う
。

　

リ
オ
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

に
も
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
顔か

お

を
出だ

し
、

「
数か

ず

々か
ず

の
イ
ベ
ン
ト
が
記き

憶お
く

に
残の

こ
っ
て
い
る
」と
懐な

つ

か
し
む
。

そ
ん
な
ヨ
ム
ラ
氏し

が
特と

く

に
好す

リ
オ
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
懐な

つ

か
し
む

日に
っ

系け
い

４
人に

ん

目め

、
35
歳さ

い

の
俊し

ゅ
ん

英え
い

治じ

経け
い

済ざ
い

的て
き

危き

機き

の
な
か
で

も
、
昨さ

く

年ね
ん

は
計け

い

画か
く

さ
れ
た

全す
べ

て
の
事じ

業ぎ
ょ
う

が
実じ

っ

行こ
う

さ
れ
、

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

満ま
ん

足ぞ
く

い
く
結け

っ

果か

と

な
っ
た
」
と
報ほ

う

告こ
く

。
１
７

年ね
ん

度ど

の
売う

上り
あ
げ

高だ
か

合ご
う

計け
い

は

４
億お

く

６
５
１
６
万ま

ん

１
９
１
７

レ
、
当と

う

期き

純じ
ゅ
ん

利り

益え
き

は

９
０
１
６
万ま

ん

５
３
１
１
レ
と

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
経け

い

済ざ
い

誌し

ヴ
ァ
ロ

ー
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
コ
紙し

で
国こ

く

内な
い

優ゆ
う

良り
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
う１
千せ

ん

社し
ゃ

以い

内な
い

、
医い

療り
ょ
う

分ぶ
ん

野や

で
は
第だ

い

２
位い

の
評

ひ
ょ
う

価か

を
得え

た
こ
と
に
言げ

ん

及き
ゅ
う。
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
競

き
ょ
う

争そ
う

力り
ょ
くを
確か

く

保ほ

し
な
が
ら
、
公こ

う

益え
き

福ふ
く

祉し

団だ
ん

体た
い

免め
ん

税ぜ
い

認に
ん

可か

を
継け

い

続ぞ
く

し
て
ゆ

く
考か

ん
が

え
を
示し

め

し
、「
病

び
ょ
う

院い
ん

の

収し
ゅ
う

益え
き

に
過か

度ど

に
依い

存ぞ
ん

し
な

い
体た

い

制せ
い

を
構こ

う

築ち
く

し
て
い
き
た

い
」
と
見み

通と
お

し
た
。

　

１
８
年ね

ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

は
９
２
４
８
万ま

ん

３
千せ

ん

レ
で
、

そ
の
う
ち
約や

く

８
７
０
０
万ま

ん

レ
が
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

の

拡か
く

張ち
ょ
う、
設せ

つ

備び

投と
う

資し

等な
ど

に

充あ

て
ら
れ
る
。
ま
た
、

４
億お

く

８
３
４
２
万ま

ん

８
千せ

ん

レ
の

予よ

算さ
ん

が
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た
。

　

な
お
、
援え

ん

協き
ょ
うが
管か

ん

理り

す
る

別べ
つ

団だ
ん

体た
い

、
日に

っ

伯ぱ
く

福ふ
く

祉し

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

の
傘さ

ん

下か

に
あ
る
ス
ザ
ノ
・

イ
ペ
ラ
ン
ジ
ア
ホ
ー
ム
は
、

日に

本ほ
ん

財ざ
い

団だ
ん

か
ら
の
支し

援え
ん

を
受う

け
て
昨さ

く

年ね
ん

増ぞ
う

築ち
く

し
、
入

に
ゅ
う

居き
ょ

枠わ
く

が
５
０
人に

ん

ま
で
拡か

く

大だ
い

し
た
。

ま
だ
１
５
室し

つ

ほ
ど
空あ

い
て
お

り
、
満ま

ん

室し
つ

に
す
る
の
が
今こ

ん

後ご

の
課か

題だ
い

だ
。
こ
ち
ら
の
１
７

年ね
ん

度ど

決け
っ

算さ
ん

は
、
売う

上り
あ
げ

高だ
か

合ご
う

計け
い

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
き

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
、

「
流

り
ゅ
う

行こ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
無む

料り
ょ
う

予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

」
を
７
日か

か

ら
１
９
日に

ち

ま
で
リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
医い

療り
ょ
う

セ
ン
タ
ー
（R

u
a 

F
a

g
u

n
d

e
s

, 1
2

1
, 

Liberdade

）、
１
１
日に

ち

ま

で
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

（R
u

a 
P

istóia, 10
0

, P
arque 

N
ovo M

u
ndo

）で
行お

こ
な

う
。

　

受う
け

付つ
け

時じ

間か
ん

は
、
医い

療り
ょ
う

セ

ン
タ
ー
で
は
平へ

い

日じ
つ

午ご

後ご

１

時じ

半は
ん

よ
り
４
時じ

半は
ん

ま
で
。

１
２
、１
９
日に

ち

の
土ど

曜よ
う

日ひ

は

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

よ
り
１
１
時じ

半は
ん

ま

で
。
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

は
、
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
午ご

後ご

４
時じ

ま

で
。

　

会か
い

員い
ん

、
非ひ

会か
い

員い
ん

問と

わ
ず
、

６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

、
肥ひ

満ま
ん

度ど

３
の
方か

た

、
教

き
ょ
う

師し

、
介か

い

護ご

福ふ
く

祉し

士し

、
保ほ

健け
ん

医い

療り
ょ
う

従じ
ゅ
う

事じ

者し
ゃ

、
出

し
ゅ
っ

産さ
ん

か
ら
４
５
日に

ち

以い

内な
い

の
方か

た

（
出

し
ゅ
っ

生せ
い

届と
ど
け
）、
妊に

ん

娠し
ん

中
ち
ゅ
う

の
方か

た

、
慢ま

ん

性せ
い

疾し
っ

患か
ん

患か
ん

者じ
ゃ

（
医い

療り
ょ
う

処し
ょ

方ほ
う

持じ

参さ
ん

）
が
対た

い

象し
ょ
う。
卵

た
ま
ご

ア
レ
ル
ギ
ー
の
人ひ

と

は
接せ

っ

種し
ゅ

不ふ

可か

。

　

予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

カ
ー
ド
（
昨さ

く

年ね
ん

以い

前ぜ
ん

に
接せ

っ

種し
ゅ

し
た
人ひ

と

の
み
）、

身み

分ぶ
ん

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

の
持じ

参さ
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

医い

療
り
ょ
う

セ
ン
タ
ー
（
１
１ 

・
３
２ 

７
４
・
６
５
０
０
／
同ど

う

・

３
２
７
４
・
６
５
５
５
）
ま

で
。

「空
から

手
て

と野
や

球
きゅう

で集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

養
やしな

った」
（７） ２０１８年第４９９１号 	 ５月	 ５日	（土曜日）

「
継け

い

続ぞ
く

的て
き

な
発は

っ

展て
ん

目め

指ざ

す
」

石い
し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
う

が
３
期き

目め

続ぞ
く

投と
う

ＳＣ病
びょう

院
いん

純じ
ゅ
ん

利り

益え
き

９
千せ

ん

万ま
ん

レ
ア
ル
超ご

え

経け
い

済ざ
い

危き

機き

で
も
堅け

ん

調ち
ょ
う

に
推す

い

移い

援
えん

協
きょう

定
てい

期
き

総
そう

会
かい

６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

、
７
日か

か
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
無む

料り
ょ
う

予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

援
えん
協
きょう

「漫
まん

画
が

は極
きわ

めて創
そう

造
ぞう

的
てき

」と語
かた

るヨムラ労
ろう

働
どう

大
だい

臣
じん

 
(Albino Oliveira- ASCOM)

総
そう

会
かい

の様
よう

子
す

ヨ ム ラ
労
ろ う

働
ど う

大
だ い

臣
じ ん

援え
ん

協き
ょ
うで
お
見み

合あ

い
会か
い

日に
っ
系け
い
人じ
ん
に
出で

会あ

い
の
場ば

を

　

昨さ
く

年ね
ん

末ま
つ

、
７
４
年ね

ん

振ぶ

り

に
改か

い

正せ
い

さ
れ
た
新し

ん

労ろ
う

働ど
う

法ほ
う

の

も
と
、
経け

い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
うに
よ
る
雇こ

用よ
う

創そ
う

出し
ゅ
つが
期き

待た
い

さ
れ
る
な
か
、

「
伯は

っ

国こ
く

経け
い

済ざ
い

の
活か

っ

性せ
い

化か

に
伴

と
も
な

っ
て
、
外が

い

国こ
く

に
居き

ょ

住じ
ゅ
うす
る
伯は

く

人じ
ん

も
帰き

国こ
く

す
る
の
で
は
と
い

病び
ょ
う

院い
ん

が
発は

っ

展て
ん

し
た
こ
と
を
誇ほ

こ

り
に
思お

も

っ
て
い
る
」
と
謝し

ゃ

意い

を

滲に
じ

ま
せ
た
。

　

理り

事じ

会か
い

役や
く

員い
ん

は
以い

下か

の
通と

お

り
。（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）

【
理り

事じ

長ち
ょ
う

】
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト

【
第だ

い

一い
ち

副ふ
く

理り

事じ

】
佐さ

藤と
う

マ
リ

オ
【
第だ

い

二に

副ふ
く

理り

事じ

】
二に

の

宮み
や

正ま
さ

人と

【
第だ

い

一い
ち

財ざ
い

務む

理り

事じ

】
ツ
ジ
・

マ
ル
セ
ロ
【
第だ

い

二に

財ざ
い

務む

理り

事じ

】

秀ひ
で

島し
ま

マ
ル
セ
ロ
【
第だ

い

一い
ち

経け
い

営え
い

理り

事じ

】
ウ
ィ
ウ
ソ
ン
・
メ
ン
デ

ス
・
ダ
・
ヴ
ェ
イ
ガ
【
第だ

い

二に

経け
い

営え
い

理り

事じ

】
ワ
タ
ナ
ベ
・
サ

ン
ド
ラ・ヒ
ロ
コ
【
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
理り

事じ

】
太お

お

田た

レ
オ
・
ス

ス
ム
【
第だ

い

一い
ち

補ほ

充じ
ゅ
う

理り

事じ

】
パ

ウ
ロ
・
マ
ル
セ
ロ
・
レ
【
第だ

い

二に

補ほ

充じ
ゅ
う

理り

事じ

】
マ
ツ
モ
ト
・
ミ

ゲ
ル
【
第だ

い

三さ
ん

補ほ

充じ
ゅ
う

理り

事じ

】
ニ

シ
ク
ニ
・
コ
シ
ヒ
ロ

　

援え
ん

協き
ょ
う

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

で
は
、
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

の
日に

っ

程て
い

を
巡め

ぐ

っ
て
一ひ

と

悶も
ん

着ち
ゃ
くが
あ

っ
た
。
質し

つ

疑ぎ

応お
う

答と
う

で
は
、
９

月が
つ

２
６
日に

ち

の
平へ

い

日じ
つ

に
予よ

定て
い

さ

れ
た
式し

き

典て
ん

に
つ
い
て
、
人ひ

と

が

多お
お

く
出

し
ゅ
っ

席せ
き

で
き
る
よ
う
週

し
ゅ
う

末ま
つ

が
４
６
５
万ま

ん

４
４
９
レ
、
当と

う

期き

純じ
ゅ
ん

利り

益え
き

が
２
１
万ま

ん

１
５
９ 

３
レ
と
な
っ
た
。
ま
た

１
８
年ね

ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

は

４
７
万ま

ん

７
千せ

ん

レ
、
予よ

算さ
ん

は

４
１
０
万ま

ん

８
千せ

ん

レ
と
な
っ

た
。

う
期き

待た
い

を
持も

っ
て
い
る
。
多お

お

く

の
デ
カ
セ
ギ
が
日に

本ほ
ん

で
良よ

い

仕し

事ご
と

を
し
て
い
る
が
、
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
経け

い

験け
ん

を
得え

た
こ
の
よ
う

な
伯は

く

人じ
ん

が
た
く
さ
ん
戻も

ど

っ
て

く
れ
ば
、
そ
れ
は
素す

晴ば

ら
し

い
こ
と
だ
」
と
語か

た
っ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
き

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
、

『
第だ

い

５
５
回か

い

お
見み

合あ

い
会か

い

』

を
１
９
日に

ち

午ご

後ご

１
時じ

半は
ん

か
ら

（左
ひだり

から）久
く

保
ぼ

さん、中
なか

里
ざと

さん、洲
す

崎
ざき

副
ふく

会
かい

長
ちょう
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Constituição (03/05/2018)

O dia 3 de maio, quinta-
feira, marca o 71º aniversá-
rio da Constituição do Ja-
pão. Pessoas favoráveis ou 
contrárias a emendas consti-
tucionais trocarão pontos de 
vista nessa data.
Os três princípios básicos da 
Constituição são: a sobera-
nia do povo, os direitos hu-
manos fundamentais e o pa-
cifismo. Ela jamais passou 
por emendas desde que foi 
promulgada em 3 de maio 

de 1947.
Boa parte das atenções estão 
voltadas ao Artigo 9, que 
renuncia à guerra e estipula 
que o Japão jamais manterá 
potencial bélico. Alguns es-
pecialistas legais dizem que 
as Forças de Autodefesa do 
país violam essa cláusula. 
No entanto, o governo japo-
nês interpreta que a cláusula 
não nega o direito inerente 
do país à autodefesa, permi-
tindo que possua um nível 

mínimo de força armada.
O primeiro-ministro Shinzo 
Abe disse querer que a cláu-
sula reconheça a existência 
das Forças de Autodefesa. 
Ele afirmou que isso daria 
fim a todas as dúvidas quanto 
à legalidade delas.
Em março, membros do Par-
tido Liberal Democrático 
(PLD), ao qual pertence o 
premiê, endossaram planos 
para emendas constitucio-
nais, incluindo menção es-

O primeiro-ministro do Ja-
pão reiterou que seu país vai 
trabalhar com Estados Uni-
dos, Coreia do Sul e Rússia 
para convencer a Coreia do 
Norte a tomar medidas con-
cretas em prol da desnucle-
arização total da Península 
Coreana.
Na terça-feira, Shinzo Abe 

O número de crianças está 
caindo no Japão. Se isso 
continuar acontecendo, a 
falta de mão de obra vai pio-
rar ainda mais. Funcioná-
rios do setor manufatureiro, 
entre outros, estão lidando 
com este problema através 
de soluções como a automa-
ção do trabalho. Hoje, para o 
Comentário, Koichi Iwamo-
to, do Instituto de Pesquisas 
em Economia, Comércio e 
Indústria do Japão, fala so-
bre a tendência de aumento 
da automação.
Iwamoto diz: “Estive em dez 
empresas que estão usando, 
de forma eficaz, sistemas 
de inteligência artificial e a 
internet das coisas. Também 
realizei um questionário em 
10 mil negócios em todo o 
país.
Os resultados mostram que 
a inteligência artificial e a 

pecífica às Forças de Auto-
defesa. O PLD diz que isso 
vai estimular a obtenção de 
amplo consenso nos painéis 
do Parlamento encarregados 
pela revisão constitucional.
Levantamentos conduzidos 
pela NHK em abril, porém, 
dão a entender que pesso-
as permanecem divididas 
quanto às emendas consti-
tucionais. Entre os respon-
dentes, 29% se mostraram 
favoráveis, ao passo que 
27% disseram que elas são 
desnecessárias.

Coreia do Norte (02/05/2018)

Comentário (04/05/2018)

Premiê diz que Japão vai trabalhar 
em prol da desnuclearização da 
Península Coreana

Comentário: A promoção da automação 
em meio à queda populacional

fez a declaração durante 
coletiva de imprensa conce-
dida na Jordânia. Ele disse 
que, seguindo a Declaração 
de Pyongyang emitida por 
Japão e Coreia do Norte em 
2002, seu país vai solucionar 
por completo as questões 
dos sequestros de japoneses 
por Pyongyang, e da ameaça 

internet das coisas estão sen-
do implementadas de forma 
mais ativa por empresas de 
manufatura, especialmente 
as grandes firmas dos tradi-
cionais setores da eletrônica 
e de automóveis. O número 
de trabalhadores experientes 
está diminuindo em meio ao 
envelhecimento da popula-
ção e a baixa taxa de nata-
lidade. Além disso, a carga 
de trabalho está aumentando 
devido às rápidas mudanças 
no estilo de manufatura, da 
produção em massa para 
uma maior gama de produ-
ção em volume menor. Por 
isso novas tecnologias es-
tão sendo adicionadas para 
apoiar a força humana de 
trabalho.
Minha impressão após vi-
sitar as companhias é que 
mais empregados do que eu 
pensava continuam traba-

nuclear e de mísseis repre-
sentada pelo regime norte-
coreano. Abe disse ainda 
que a solução deste passado 
infeliz vai possibilitar a nor-
malização das relações com 
a Coreia do Norte.
O premiê declarou que re-
conhece os esforços do pre-
sidente sul-coreano, Moon 

lhando mesmo nas fábricas 
onde a automação foi imple-
mentada de forma ativa. Isto 
é porque os atuais sistemas 
de automação são em grande 
parte para visualização. Em 
outras palavras, sensores 
são instalados em várias se-
ções das linhas de produção 
para mostrar, em telas, o sta-
tus operacional e possíveis 
falhas. São os trabalhadores 
experientes que identificam 
onde e por que os problemas 
aconteceram, utilizando a 
informação mostrada na tela 
para consertar os defeitos.
Na verdade, a inteligência 
artificial é excelente na aná-
lise de vastas quantidades 
de dados sobre defeitos an-
teriores, bem como na apre-
sentação de soluções. Com 
o aumento no número de 
companhias japonesas que 
começam a usar a inteligên-

Um levantamento da NHK 
revelou que os japoneses 
estão divididos quanto à 
necessidade de se modificar 
o texto da Constituição do 
Japão.
A NHK entrevistou 3.480 
pessoas com mais de 18 
anos de idade em meados 
de abril, em antecipação ao 
3 de maio, o Dia da Cons-
tituição no Japão. Destes, 
54,3% responderam à en-
quete.
Perguntados sobre a mo-
dificação da carta magna 

japonesa, 29% se disseram 
a favor, 27% declararam 
ser desnecessária, enquanto 
39% afirmaram estar inde-
cisos.
Em 2016, outra pesquisa de 
opinião da NHK havia mos-
trado que 27% defendiam 
que a Constituição preci-
sava ser modificada, 31% 
diziam que a modificação 
era desnecessária, enquanto 
38% se declaravam indeci-
sos.
Perguntamos àqueles fa-
voráveis à modificação os 

motivos que os levaram a 
apoiar a ideia: 54% disse-
ram que a Constituição está 
defasada; 32% responderam 
que o texto precisa definir o 
direito à autodefesa do país 
e a existência das Forças de 
Autodefesa; 5% menciona-
ram que a Constituição atu-
al foi imposta pelos Estados 
Unidos; e 4% declararam 
que o texto deveria determi-
nar o direito à privacidade e 
novos direitos individuais.
Perguntamos também os 
motivos que levaram parte 

Pesquisa revela japoneses divididos 
quanto à modificação da Constituição

Constituição (02/05/2018)

dos entrevistados a afirmar 
que não há necessidade de 
se modificar o texto cons-
titucional: 64% querem de-
fender o Artigo 9º de renún-
cia à guerra; 17% disseram 
que outras questões preci-
sam ser resolvidas antes de 
se modificar a carta magna; 
para 10%, a Constituição 
já se encontra firmemente 
aceita pelo povo; enquanto 
4% disseram que a modifi-
cação poderia dificultar as 
relações do Japão com ou-
tros países asiáticos e o res-
to do mundo.

O jornal New York Times 
diz que o presidente dos 
Estados Unidos, Donald 
Trump, ordenou o Departa-
mento de Defesa a preparar 
opções para a redução de 
soldados americanos na Co-
reia do Sul.
O jornal publicou a matéria 
na quinta-feira, citando vá-
rias autoridades que falaram 
sobre o assunto.
As autoridades teriam dito 
que um tratado de paz en-
tre as duas Coreias poderia 
diminuir a necessidade de 
manter o atual número de 
soldados na Coreia do Sul.
Ao mesmo tempo, os fun-
cionários teriam negado que 

Coreia do Norte  (04/05/2018)

Trump poderá reduzir 
o número de soldados 
americanos na Coreia 
do Sul a redução de tropas seria 

usada como instrumento 
de barganha na cúpu-
la entre Trump e o líder 
norte-coreano Kim Jong 
Un, que poderá ser reali-
zada já em junho.
O New York Times diz 
que Trump está determi-
nado a reduzir o número 
de soldados na Coreia do 
Sul, alegando que os Es-
tados Unidos não estão 
tendo retornos adequa-
dos pelos custos de ma-
nutenção das tropas.
Trump também acredita 
que, apesar de décadas 
de presença militar ame-
ricana, não foi possível 
impedir que a Coreia do 
Norte se tornasse uma 
ameaça nuclear.

Jae-in, na recente cúpula in-
tercoreana.
Abe afirmou ser importante 
manter o clima atual para 
conseguir a desnucleariza-
ção total da Península Core-
ana com ações concretas de 
Pyongyang.
Ele disse ainda que vai se 
encontrar com o premiê 
chinês, Li Keqiang, e o pre-
sidente sul-coreano em Tó-
quio no dia 9 de maio. As 
reuniões trilaterais estavam 
suspensas desde novembro 
de 2015.

cia artificial, a era em que 
esta tecnologia vai passar a 
fazer quase todas as tarefas 
que hoje são executadas por 
trabalhadores experientes 
está bem próxima. Avanços 
tecnológicos não podem ser 
evitados. Precisamos aban-
donar a percepção bipolar 
de que a inteligência arti-
ficial vai roubar empregos 
e competir com seres hu-
manos. Em vez disso, de-
veríamos passar o máximo 
possível de trabalhos para a 
inteligência artificial, e nos 
concentrar nos trabalhos que 
só podem ser feitos por se-
res humanos. A inteligência 
artificial precisa ser constan-
temente atualizada, e preci-
samos desenvolver recursos 
humanos capazes de fazer 
este trabalho. O que mais 
vamos precisar na nova era 
que se aproxima são pesso-
as que possam liderar uma 
nova sociedade que empre-
gue tais tecnologias.”
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